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バズ学習を導入 して 4年 目になるが ,依然 としてまだ入口で右往左往 してい

る状態だといった方がよい。 しか しそれは ,す くな くとも一つの方向に対 して

の焦燥である通とにはまちがいない。こうした中にあって ,こ れか らどのよう

な態度や方策で臨むべ きか ,そ のことはまた私たちの現職教育のすべてであり,

学校態勢その もので もあろう。

教育は社会化への過程であるといわれるが ,すべてのことが多様化複雑化 し

ている中で ,ど うかすると私たちはこの原点を忘れてしまいそうになることが

ある。時あたか も,中教審・ 臨教審・ 教課審などの答申が出そろい ,さ まざま

な要望や期待をこめた論議の中で ,教育改革に向けての施策が次々とうち出さ

れ ,教育内容や教育方法 もまた検討が進め られている。人間化を基調にしたこ

れ らの動 きの中で ,特に重視すべ き視点 として ,自 己教育力の育成や基礎・ 基

本の徹底が示 され ,児童生徒がよ り自主的・ 主体的に諸活動に取 り組めるよう

指導配慮す ることが求められている。これ らに正対する方途 として もバズ学習

実践の意味があろう。

ひとつの ビジョンの もと,そ れを柱にしなが ら学校教育を進めることの重要

性はしばしば強調 されるところであるが ,大規模校なるが故にいっそうその必

然性をか きたてた。すべての教師やすべての生徒を共通の上俵に載せ るために

はどうするか ,教師にも生徒にも共通する理論や方法は何が適切か ,を 模策す

る中で ,バ ズ学習導入を思い立ったことも本当である。

態勢 といい体制 ともいうが ,そ れ らは単なる意気 ごみや組織図だけではない

はずである。私は ,そ れは学校中が同じ方向を向いて動 く具体的な姿なのだろ

うと常々思 っているが ,頭 で考えるほど容易ではない。

大会を開 くにあた り,格別御指導御配慮を賜 った皆様方に対 し,厚 く御礼申

し上げると共に ,未熟な私たちの実践について きたんのない御 しっ正を賜るよ

う,心か らお願いす る次第である。

春日井市立中部中学校長  荻  原  克  巳
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I バズ学習の理論的基礎

人間は個性的な存在であると共に,社会的な存在である6だか ら,教育を進

めるにあたっては ,個 を高める指導 と集団を高める指導の統合を ,よ り意図し

ていくことが必要であろう。そして ,学力 と人間関係の統合 ということばで代

表 されるように ,付随学習 とか同時学習 とかいわれる学習の原理や機能につい

て ,よ り意識的に理解が促進 され ,あ らゆる教育活動の中で実践が意図される

べ きであろう。

バズ学習の理論は ,教育をよ り統合的にとらえていこうとする一つの方法論

で もある。

1.バズ学習の基本的な二つの性格

(1)学 力 と人間関係を高める指導の統合

この両者はやや もすると互いに相容れないことのように考えられて ,

別々の分野で指導 されがちなところが多分にあ り,一方が重視 されると,

他方は自然に軽んぜ られる結果 とな りやすか った。バズ学習では,教科

指導の分野における人間関係の意義を積極的に認め ,学級内の望ましい

人間関係を育てることによって ,教科学習それ自身の効果を高めること

は無論のこと,生活指導の分野に対 して もその重要な一翼を担 っていこ

うとする。

(2)個人的学習 と集団相互作用の過程や原理を包括 した指導

学習に対する動機づけ,一般化の学習 (関係づける学習 ),学習にお

ける練習 ,学習に対するレデ ィネス,同 時 (付随 )学習等は ,集国の中

の多様な相互作用の過程の中でこそ可能であ り,ひ とりひとりの生徒を

学級 という一つの集団のメンバーとすることによって ,生徒にさまざま

な学習の機会を与 えることもできる。そうなるためには ,自 由なコ ミニ

… 1-



ュケーションが溝発に行われ ,全員が共通の価値体系をもち,常 に協力

約な努力への調整がなされるなど,集国の成長が期せ られなどならない。

バズ学習ではそのことに着轟し,そ の具現を図ってし・ こうとする。

(3)学 級集藪の成長 と個人の発達をはかる指導の統合

学級が学習のために望ましい集団として成長 してひく過程は ,と つも

なおさず ,そ の学級に所属するひとりひとりの生徒が調和的・統合的に

発達 していく過程の重要な一面を示す ものである。バズ学習では「 よい

個人 lytよ い集団 174よ ってのみつ くられ ,よ い集理はよい個人によっての

みつ くられる」 としヽ う意味において ,個人 と集団の関係を統一的に理解

し,教育態勢の確立を図ろうとする。

2。 バズ学習の基本的な二つの原理

(1)学習活動への積極的な参加

学習場面における密度の高い相互作用を効果的に指導することによっ

て ,生徒たちは,参加・ 承認・ 成就などの欲求を満足 し,あ るいは変化

し,発展 し,学習活動への魅力を高め ,積極的な参力日の態度を示すよう

になるであろう。

(2)理解の促進 と拡大

たとえば ,あ る学習課題が与 えられた場合 ,こ れを分団によって協同

して解決にあたると,お互いに意見や考えを出し合 うので ,だ れかが正

解に達することが比較的容易に実現で きる。分団の中のだれかが正解に

達することができれば ,そ れを他の生徒に拡大 し,分 団全員が正解に達

することがで きる。 もちろん ,分団か ら分団への拡大によって ,学級全

員の学習達成 ということが最終的に期待 される。
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(3)態 度の変化

期待 される生徒たちの態度の変化の中には ,学習に対する態度 ,教師

や仲間に対す る態度 ,協議性 。積極性 。自主性などのような社会的態度

がある。これ らの態度の発達が ,学習場面における効果飾な相互作用の

結果 として もた らされるものであって ,同 時学習の原理にももとずいて

ける。

集団的万法 による指導が ,個 々の生徒の知識や理解や技能な どの面 と

共 に ,感情的・ 態度的な面の効果 を期待 し,そ して期待 どお りの成果 を

じゅうぶんあげ得ることは,こ れまでの多くの研究によって明らか 174さ

れている。

バズ学習の目ざす学習は,分団で行う活動や学習にすべてのねらいがあるの

ではなく,そ の重点は,常 に学級全体の活動や学習 ,個人の活動や学習に指向

されてしヽるのである。前述のバズ学習の三つの性格や ,こ の三つの原理は,い

ずれも相互に密接に関連し合っているので ,切 り離して考えることはできなし、

そしてこれらは,私 たちの実践的研究に対する仮説でもある。
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Ⅲ 研究主題と研究主題設定の理由,研究の方法

1.研 究主題
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を生か し,参加度を高める学習指導

課題 と評価の研究を通 して

2.研究主題設定の理由

「教育は,社会化への過程である」と言われる。したがって ,教師の仕

事は,「社会生活に適応していける人間の育成」であり,さ らに言えば ,

「 自己の力で自己の道を切 り開くことのできる人間の育成」であると言
っ

てよい。そういう人間を育てるために私たち教師が ,無 自覚であっていい

はずがない。そこで ,私たちは,「教育とはなにか」「学力とはなにか」

を問いながら,そ の方途を「バズ学習」の理論や方法に求めることとした。

本校では,従来より教師主導型の二斉授業が主流であり,そ れなりの効

果はあげていた。しかし,生徒一人ひとりが本当に主体的・積極的・協同

的に学習しているかという点では不十分であった。そこで ,こ のことを反

省し,問題に対して自分の考えを持ち,そ れを追求する学習の過程を特に

大切にしていきたいと考えた。

もう一つは,近年生徒たちに見る社会性の著しい欠如である。個に埋没

し利己的になり,他 を思いやる心を忘れたり,自 己主張が強 く集団からは

みだしてしまう事実も多く見られる。

すなわち個と個 ,個 と集団の相互関係が希薄になっていることであり,

こうした人間関係を親密化させることが急がれる課題であった。

そこで ,学級内の望ましい人間関係の育成が教育活動の基盤であること

を認識し,「 よい個人はよい集団を作 り,よ い集団はよい個人を作る」と

言われるように,お互いに人間性を磨き合うことが社会性の育成につなが

るものと考えた。

さらに,教師と生徒がお互いに持ち合わせている可能性と創造性を温か
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い人間関係の中で相互活動を基盤に「磨 き合い ,響 き合 う」ことによ り,

生 きた学校作 りがで きることを確信 し,研究主題を設定 した。

3.研究の方法

昭和60年度当初 ,研究の出発にあた り,共通の土俵に職員全員がの り,

共同研究 していくことを確認 した。

教科部会・ 道徳部会・ 特殊教育部会・ 生徒指導部会等での実践や成果は

常に公開し,時 には外部の方々に指導を受けることにも心がけた。

しか し,研究では ,全体が共通理解するまでにかな りの時間がかかるこ

とや教師集団がばらばらだった ら到底成果 も期待で きないことを過去の体

験の中でつくづく感じていることであり, 1年毎の成果がわずかで も全員の

一歩前進を大切に研究を進めた。

研究の全体計画はバズ推進委員会があた り,研究骨子の原案作成 と方向

づけを行い ,バ ズ推進の四部会 (教科指導部・特別活動部・道徳研究部・資

料検討部 )で具体的な方針を出し,学年部会・ 教科部会 ,道徳部会・学指

学活部会や生徒会活動・ クラブ活動・ 学校行事等で具現化を図って きた。

検証 された結果については ,バ ズ推進委員会で集約・ 検討 し,課題を明

確にして実践の継続をするように配慮 して きた。

現実には ,日 常の教育活動の遂行に精一杯で余裕のない日々であるが ,

教師が率先 して研究する意欲や積み重ねが ,実 は子供の姿を変えると確信

して次の基本方針を持 って研究を進めた。

(1)月 1回校内現職教育 (全体会 )を 設定 し,研究に関 して共通理解をは

か り,共 同研究の基本を確認す る。

(2)随 時バズ推進委員会を開催 し,研究内容や推進上の問題を検討 し,研

究の評価活動をする。時には ,バ ズ推進部会を設定 し具体化を図る。

(3)授 業研究を全職員年 1回 は実施 し,研究主題にせまる教科研究の推進

を図る。道徳や学指・ 学活の授業公開 と短学活の公開を定期的に実施し,

指導力量の向上に努める。

(4)学校訪間における指導主事の指導 0助言や外部講師の指導については ,
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校内現職教育で確認 し,研究の資料 として活用する。

(5)研 究先進校の視察や発表会への参加の成果を研究に役立てる。

導。 研究の金体
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5。 研究組畿と役割

<各組織の役害J>

ア。バズ推進委員会

イ.教科指導部会

ウ.特別活動部会

工。道徳研究部会

オ.資料検討部会

◎

◎

◎

◎
　
◎

教 科 指 導 部 会
一

       看 勇 部

特別活動部会

道徳研究部会
―

資料検討部会

学年研究部会

教科部会

研究推進 研究計画 研究の骨子作成

研究紀要

学習規律の確立 課題 と評価の研究

指導過程 学習課題構成図 授業分析

短学活の研究 生徒会活動  クラブ活動

学校行事 美化・ 緑化活動

資料の工夫 発間と相互活動

資料の収集 と提供 資料分析 資料の保存

記録 (VTR・ スライド・写真 )
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学級経営研究部

生徒会・ 学校行事研究部

美化・ 緑化・ クラブ活動

研究部

道徳研究部

資料作成部

VTR・ スライド部

体育館展示部

バズ推進委員会



Ⅲ 研 究 の 経 過

1.昭和60年度の取り組み

研究主題に「相互作用を生かし,参加度を高める学習指導」を掲げ,教

育活動の中で生徒と生徒・教師と生徒の相互活動を基盤に人間関係をより

親密に高めることをねらって取 り組んだ。

学級では,連帯感のある学習集団を目指してバズ学習の基本的なことを

学習態勢の確立の中で一歩一歩積み重ねた。現職教育では,共通理解を図

ることが柱であり,全体会で基本線を提案し,学年部会や教科部会を軸に

具体化していった。

(1)現職教育で研究協議し,実践したこと

Oバ ズ学習の基本的な考え方と理論

○班の意義 ,班編成の方法 とその活用

○話 し合いの させ方

○授業の中でのバズの実際……………授業法研究

○短学活の運用

(2)学 年での取 り組み

Oバ ズ学習の基本的なルールの徹底

・ 基本事項を学級に常掲 して指導

・ 話 し合いのルールを指導

・ バズ強調目標を設定 して指導

・ 手引 きによる指導 (活発に発言 ,よ く聞こう,班長の役割 と司会等 )

○相互交流

・ 短学活の相互参観 と研究協議

(3)教 科での取 り組み

○授業研究計画によ り授業公開 と研究協議

・ バズの場面設定の適切 さ

・ 学習課題の適・ 不適

O指導案の検討

… 8-



(4)バ ズ態勢の基盤作 り

ё日課表の検討 ………短学活の時間確保(15分を25分に)

○短学活のプログラム作 り………生活バズと復習バズの導入

O連絡黒板の設置 ………生徒の自主活動の促進

O学習記録ノー トの導入

○バズの手引 きの編集

○学校行事の精選 ………生徒に主体性を持たせ る行事の確保

Oバ ズ推進のプロジェク トチームによる研究の活性化

2。 昭和61年度の取り組み

昭和60年度の基礎的な研究をよ り実践的に発展 させ るため ,本校がバズ

学習に取 り組む必然性を現状に照らして分析し,次の視点で研究を継続した。

◎ 自主的・主体的に行動で きる生徒の育成

………生徒が生 き生 きと自主的に活動 している学校作 り

◎参加度の高い授業の倉J造

………
l‐8人思考 と相互作用が有機的に結合 ,指導技術の向上

◎温かい人間関係を基盤にした教育活動の実践

………尊敬 と信頼関係 ,親和 と協力関係の重視

◎評価への意識化

………教師の形成的評価 と生徒の自己評価・ 相互評価の実践

なお ,プ ロジェク トテームを発展的に解消 し,研究組織にバズ推進委員

会を加 え,実践的に研究に取 り組んだ。

(1)学習課題の研究

バズ学習の中で効果的な話 し合いをさせ るため ,適切な学習課題につ

いて各教科で検討をはじめた。教科で一単元・一題材を取 り上げ学習課

題を作成 し,授業を通 して確かめた。
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(2)学習条件の整備 とパターン化

基本的な学習のパターンを確認 し,学習のルールの徹底に向けて努力

した。

(3)実 態調査 と強調月間の取 り組み

バズに取 り組んで実質 1年が経過 した段階で ,全校的にバズチェック

表を用いた実態調査を実施 した。

その結果 ,バ ズ学習のルールが全般に不徹底であること・班のチーム

ワーク作 りが弱いこと・ 人間関係の基盤作 りはで きて きたが班員相互の

厳 しさに欠けること 0短学活の運用に主体性のないこと等が指摘 された。

そこで ,こ れを受けて各学年でバズ強調月間を設定 し,基本を確立さ

せる取 り組みをはじめた。

O学級重点目標の設定

O学習のルールの再確認

○短学活の取 り組みの強化

・ パターンの定着化

・ 生徒の意識の高揚

・ 教師の指導の強化

・ 短学活記録表の活用

O学年通信等による保護者への呼びかけ

(4)学級 日誌の検討 と改善

学級 日誌を廃止す る方向で検討を加えたが ,生徒の活動の様子を把握

する資料 として活用 し存続 させ ることとな り,改善をはかった。

(5)学習計画ノー トの検討

「学習計画ノート」を「記録ノート」と改称し,生徒の自己反省の資

料として活用できるようにした。

-10-

○話 し合いの形 とその経験   ○話 し合いの進め方の経験

○司会者 としての進め方   ○班のチームヮーク作 りについて

o短学活の運営について   ○班の役割について



(6)生活ノー トとバズの手引きの統合

「生活のきまり」と Fバ ズ学習の手引き」を統合し,「中部中学校の

生活Jと 題する生活の手引きを作成した。

現在 ,記録ノー トや学級目誌等と併用して生徒の指導に役立てている。

3。 昭和62年度からの取り組み

バズ推進委員会が研究推進の中心となり,教科指導部会・特別活動部会

0資料検討部会で具体化していった。部会の中に小部会を構成し,全職員

がいずれかに所属し研究を進めた。昭和63年度からは,道徳部会も加え取

り組んだ。

(1)教科指導部会の実践

ア.指導過程の工夫

学習効率を上げるために,準備過程・中心過程・確認過程の中でど

んな工夫を教師がしなければならないかを考え,指導過程をパターン

化し,授業研究で検証した。

oチ ャィムと同時に学習開始の意識化

○目標の明示や課題提示の工夫

○評価活動の重視

…… 予備課題の工夫

イ.一 人ひとりの積極的な学習への指向

授業の中で積極的に相互活動を取 り入れるこ

や学年部会で検討 した。

とをね らい ,教科部会

○学習規律の確立

O話 し合いのルールの徹底

○バズ設定場面の工夫

○ハン ドサインや反応器の活用
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ウ.学習課題 と評価の研究

生徒の相互活動をいかに活性化していくかを,学習課題の検討や評

価の工夫を中心に取 り組んだ。

O学習課題の作 り方

○学習課題構成図の活用

O学習評価の工夫 ………教師の評価 と生徒の自己評価・ 相互評価

工.授業研究の充実

バズ学習の実践面か らの研究を深めるため ,学年を主体にした授業

研究を実施 した。授業参観の視点を明確にして臨み ,生徒の参加度や

学習意欲や学習課題の適切 さを分析 し,授業改善に役立てた。

(2)特 別活動部会の実践

生徒の自主的活動を盛 り上げるために,生徒の創造性を企画にどう取

り入れ ,実行委員や リーダーをいかに積極的に活動 させ るかを考え取 り

組んだ。

ア.短学活の充実

○短学活のプログラムの再検討

○相互参観の具体化

o復習バズや生活バズの充実

○短学活記録表 。記録ノー ト奪班プ― 卜の効果的な活用

イ.美 化・ 緑化活動や クラブ活動等での実践

○美化・ 緑化活動でのパターンの定着

○クラブ活動での実践
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ウ。 生徒会活動・ 委員会活動での実践

0学校生活の向上を目指 した活動の展開

o生徒会主催行事の活性化 実行委員会の活動

O委員会の自主活動の助長

毛 学校行事での実践

03年間を見通 した学校行事の展開

○宿泊学習・ 野外学習・ 修学旅行・ 遠足等での主体的な活動

0実行委員による企画・ 運営

(3)資 料検討部会の実践

生徒の実態調査をはじめとし,バ ズ学習の成果や生徒の高まってし

姿を記録に残 した。また ,資料の保管や資料改善に取 り組んだ。

ア.学 校生活の記録保存 と資料作成

○学校紹介 VTRの 作成

○記録写真・ スライ ドの作成

実態調査 と分析

生活の手引 き 。記録ノー ト・ 班ノー トの活用状況の分析

○効果的な活用の実態

○記録の保存 と啓発溝動への利用

… 13…
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Ⅳ 研 究 内容

電.一人いとりが生き生きと活動する授業を目指して

(1)目 標を持ち,積極的に参加する学習指導

「生徒一人ひとりが生き生きと活動する授業」が ,本 当の授業であろ

う。そのためには,「 自律学習ができれば,学力が向上する」,「友だち

同士が励ましあって目標を達成すれば,人 間関係は,よ り親密になる」

と仮説を立て,授業の中で積極的に相互活動を取 り入れ ,実践を深めて

きた。

ア。 指導過程の工夫

学習効果を上げるためには,学習過程の練 り上げが必要である。

一時間の授業を準備過程 ,中心過程 ,確認過程の三つに区分し,次

のような流れを基本にすえて指導してきた。

0 個から集団へ ,集団から個へ

学習は,一人ひとりの生徒が ,自 分で考え,自 分で判断し,自 分

で実行し,自 分で評価するものでない限 り自分のものにならない。

したがって,「個」から発して「集団」へ入 り,質が高められて

「個」へ戻っていく大原則の中で,個人と,集団の相互作用が ,調

和的に統合されたものでなければならない。

すなわち,自 分の考えを持ち,班の活動に参加し,他の人の意見

を聞いたり,自 分の考えを発表したり,話 し合うことにより,自 分

の考えや理解が深まるのである。

0 基本的な授業展開

個から集団へ ,集団から個へという原則にしたがい

準備過程 一→ 中心過程 ―→確認過程の流れを大切にし,そ れぞれの

過程で ,

課題提示―)イ固人思考―)バ ズ→ 発表→ 教師の補足修正とまとめ

を組み,進めている。しかし,こ のパターンは原則であり,教科や

指導内容により個々の比重には,柔軟性を持たせている。
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イ.学 習ルールの確立
バズ学習を効果的にするためには ,「話 し合 う」「 聞 く」「 教え合 う」な

どの班活動が ,し っか りで きなければならない。

そのためにも学習ルールを確立することが ,何 よ りも大切なことになって

くる。生徒たちにその大切 さを理解 させ ,さ らに自ら積極的に身につけよう

とする態度を育成するために,次のような点にポイン トをしばって指導 して

きた。

0 予備課題か らの出発

チャィムと同時に自主課題に取 り組むことが授業の始ま りとなる。

本来 ,個人や班が目的意識を持 って本時の学習内容につながる自主課題

に取 り組むべ きだが ,現在は ,そ の前段階 として ,主 に教師または教科係

の指示で全教科予備課題に取 り組むよう指導 している。

その内容は教科によって異な り,前時の復習 , ドリル,本 時の内容調べ

等 ,教科部会で検討 し,全校態勢で取 り組み進めている。

この予備課題は ,すでに一部 自主課題 となっているが ,全面的 に自主課

題に移行するよう高めていきたい。

次に示すのは自主課題 として ,班 で作成 した問題集である。
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④ 認知目標 ,態度目標の明示

生徒が授業の始めで本時の学習のめあてを具体的に知 り,態度的な目標も

はっきりと認識して授業を創ることこそ,学習の効果を高める重要なポイン

トであろう。

ともすれば,項 目的な指示で終わりがちな目標も具体的に,本時は「 この

ようなことがわかればよい,で きるようになればよい」「 このような姿勢で

授業に臨もう」というように明示することが大切である。

これらを習慣化するために表示板を各教室に準備した。

また,指示した目標については,授業の終わりに必ず教師側からの評価 ,

または生徒同士が相互評価をすることにより,さ らにその効果を高めている。

0 ハンドサイン,反応器の活用
ハンドサインとか反応器は,生徒側からすれば,自 分の考えや立場をしっ

か りと認識し,意志表示の一つの方法であり,教師側にとっては即時評価の

一つの方法である。

ともすれば集団に埋没してしまいそうな中で個人の考えを大切にするバズ

学習の原則から見ても,自 分の考えをはっきりとさせるハンドサインや反応

器は有効であることは言うまでもない。

ハンドサインについては,個 々に使われていたが ,前年度 ,全校で様式が

統一されたことにより活用がされやすくなった。

反応器については,主 に社会科 0理科等で活用され ,作業の進み具合を見

たり,理解度を判断することは,も ちろんのこと,生徒は先生が自分の理解

度や進み具合を知っていてくれるという安心感を持ち,よ り意欲的に学習に

取 り組むといったような効果を上げている。

③ 話し合いのルールの徹底
バズ学習を進めるにあたって ,話 し合いのルールを守ることは不可欠であ

る。話しやすい机の配列の中でむだ目をなくし,自 分の考えを持ち,そ のう

えで話し合える態度を育成するために「生活の手弓|き Jを 活用し,特 に年度

初め,計画的に学裁・短学活の時間を利用し指導している。
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④ バズ学習の診断

学習が円滑に行われるためには,時 々,項 目別にチェックし診断してみる

必要がある。

これは教師倶1か らばか りでなく,生徒自らもチェックすることにより反省

した り,再確認したりして学習効果を上げるものである。

そこで「バズ強調週間」を設定した。期間は 1～ 2週 間とし,チ ェック項

目は 3～ 5項 目で ,帰 りの短学活時にチェックし,「バズ学習チェックカー

ド」に班ごとに記入させている。

チェック項目は現状に応じ「 むだ口追放」「課題解決につながる話し合い

ができたか」などを設定し,1週 間で実行できない場合は 2週 間継続する場

合もある。チェックカー ドは期間中,必ず班長の机の横に備え,教科担任も

そのクラスの状況を把握し,時 には評価し,注意したり励ましたりしている。

バズチェックカー ドの例

ノゞ   ジで  鋼自  雇野
チ  ミ= ン` ク  カ ー

~ ド｀

2月  15日 ～  2月 27日

lrjI員 全員できて

それ以外は

aIり
王 夕義 車矛Jな
西 イ左な「

l圧長;た こ 莫幸

|タ

日

(木 )
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学習課題 と評価の研究

ア.学 習課題の作成

0 学習課題のね うち

生徒の相互活動をいかに活性化 させ るかは,学習課題のね うちにか

か って くる。教師は ,学習活動の中で指導 目標をどう生徒に達成 させ

るか常に考 えねばな らない。そのために,指導 目標にて らして仕事を

与 え,生徒の思考や知識 0技能の定着をうながす働 きかけをしなけれ

ばならない。

学習課題は ,ま さにこの仕事の内容を具体的に示す ものであ り,学

習過程の中に意図的に組み込まれていなければならない。

したが って ,学習課題の適・ 不適が学習効果を左右す る重要な条件

となる。

現在 ,「学習課題が存在 しないところでは ,学習が成立 しない」 こ

とを十分認識 し,適切な学習課題作 りを進めている。

0 学習課題の設定

学習課題は ,単元や題材の全体について生徒 と教師が共同しなが ら

全体の見通 しを立て設定 し,生徒たちがその課題に従 って学習を進め

ていくのが望ましい。 しか し,現実には時間という大 きな制約がある

し,生徒たちの出す学習課題が教科の系統性や指導目標 と合致しない

ことも十分予想できる。 したが って現在は ,教師が設定する方法をと

っている。そして ,そ の手順は ,次 のようである。

単元・ 題材の目標→教材研究→指導内容の系統化 と精選→指導 目

標の設定→学習課題の構造化→学習課題の決定

0 学習課題の修正

学習課題を設定 し授業に臨んで も,個人思考が深まらず ,加 えて相

互活動や話 し合いがまった く盛 り上が らない経験を持つ ことがある。

これは ,学習課題に問題があることが多 く,即時評価をてだてとし,

つねに修正・ 改善 していかなければな らない。
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イ.学 習課題構成図

0 学習課題構成図のね らい

バズ学習において ,話 し合いをよ り効果的にさせ るためには ,学習課題

が適切であることが大切である。

本校では ,そ の一助 として学習課題構成図を作成 し,単元や題材の導入

時に生徒に示 している。

しか し,日 が浅 く全教材を網羅 しているわけではない。

学習課題構成図は ,教師が指導内容の構造化をはかるのに有効な側面 と

生徒に学習の見通 しを知 らせ ,学習意欲を喚起するね らいを持 っている。

単元や題材のまとま り

(10時 間くらい )を 単位

として ,指導目標・ 生徒

の学習活動の概要・ 主た

る学習課題等を示 し,B

5程度で印刷 し配布 して

いる。また ,並行 して自

己評価表・ 進度表等 も添

付 し,学習結果をチェッ

クさせ学習の意識化を図

っている。

私たちにとっては ,指

導過程を今まで以上に練

り上げるようにな り,教

材研究 も深ま り,学習課

題構成図をもとに指導法

を話 し合 う機会 も多 くな

った。

3学 義 銀 響 8-構 喧 図

―

犠:魯意こ鐵繁奪iミ饗資輩革
笠ユもり壼

『
錯=理罫言果是百桐孝

雇宅歴ヨここ 三つ し ■`C』

l.単元や題材に入る前に生徒に配布する。生徒には・ B5程度で学習内容や学習課題

3:書湯t:軍孝壺111量務ヒレ彎藤
や
露鶴霧機撃寧喜湾奪募塚争喜2場合は、教科

4F星菫3案習亀基裏健ξ詠付する。 (B5総 個人評価表や進度表とあわせてB4
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ウ。 学習の評価

0 評価の実際

授業を充実 させたぃとぃぅことは,ど の教師にとって も共通な願ぃでぁ
る。 しかし,と もすると私たちは,授業実践の中で確かめ合 う内容が ,指
導法とか指導技術 とかぃゎれる領域にのみ目を奪ゎれる傾向があった。
授業で大切なことは,指導 した内容が生徒に理解 され ,定着 したかどぅ
かである。

そこで ,私たちは,学習課題を提示 し,生徒の理解や定着を意識的に確
かめなが ら指導を繰 り返 してぃく必要があると考えた。
学習課題を提示 し,確 かめてぃくこの営みが評価活動であ り,そ の積み
重ねが形成的評価である。 したが って ,評価活動の出発は即時評価であり,
それが授業の中で組織化 されてぃなければならない。
a。 即時評価

1時間の学習過程は,準備過程・ 中心過程・ 確認過程の三つに区分 さ
れるが ,そ れぞれの過程で学習課題が設定 される。その学習課題 ごとに
生徒の理解を確かめなが ら指導を継続 してぃく。

そこで ,意 図的な即時評価がなされなければ,学習効果は期待で きな
いと考え,次のような取り組みをしてぃる。
la)小 テス ト

準備過程や確認過程で主 として行 う

的事項や本時の学習内容の予想的な も

を内容 とする。

。準備過程で行 うものは,復 習
のや先行経験を調べるものなど

これによって ,本時の学習目標を明確化 した り,学習課題の意識化
を図 らせ ることがで きる。

確認過程では,本時の学習内容を確認するものを多く取 り上げてぃる。
テス トの結果か らわか らないところを明確にさせ ,自 己評価ゃ相互
評価 させた り,再確認 させた り,時にはフィ_ル ドバ ックをして ,学
習目標への到達をょ り確実な ものにするよう努力 してぃる。
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lb)ハ ンドサイン

授業の流れの中で ,生徒の反応を瞬時に読み取ることがで き,簡単にチ

ェックで きる。様々な活用がで きるが ,安易な扱いをするとマンネリ化 し

て しまう。

(c)反応器

上下を赤 と自に塗 り分けた本製の四角柱を反応器 として使っている。

白か ら赤へあるいは赤か ら白にする状況を教師が見て ,生徒の思考や作

業の進行状況や理解で きた生徒 とそうでない生徒などがチェックで きる。

これによ り,話 し合いのけじめをつけることやフィー ドバ ックヘのてが

か りを得 ることがで きる。

(d)机 間巡視

相互活動の状況や生徒個々の学習のつまず きを確かめる目的で行 う。

ここで得た情報が生か され ,授業が活性化で き,フ ィー ドバ ックを容易に

することもで きる。

(e)自 己評価表

学習内容をよ り的確に把握 し,自 分の ものにするために,学習結果をチ

ェックし,「 どこがわか り,ど こがわか らないか」をはっきり確認 させる

ために ,自 己評価をさせている。

これによ り,わか らないところを友だちにはずか しが らないで聞けるよ

うにな り,学習への意欲を高めることがで きる。

(f)進 度表

技能をともな う教科では ,技能習得への到達段階を示 し自己評価・ 相互

評価をさせ ,つ まず きを発見 させた り,個別指導に役立てた りしている。

b.評価活動の意識化

教師が ,評価活動を意識的 0計画的に授業の中に取 り入れることが大切で

ある。そのためには ,指導過程の中で評価の観点や手法が明確になっていな

ければならない。

本校では ,学習指導案に評価欄を設けて意図的に行 っている。
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授業の節目で評価

活動が ,行 われるこ

とによ り,教師が指

導法の自己点検をし,

生徒の反応結果 と合

わせてフィー ドバ ッ

クを効果的に行 った

りしている。

これによ り教師の

ひとりよが りの授業

が解消 され ,よ り充

実 した授業が行われ

るようになってきた。

°
警隷轟懸ぶ
°
費憩意警像電景F
(ハントサイン)

0自分の仕事をしつ
かり果たしている
か。 (机問巡視)

。班の中で教え合え
ているか。
(自由会議法)

0とちらに反ってい
るか気賛昌基樹ゝ

°
ま勢霧理薄警瞥警
か。
(隣接法・発表)

学習の真の喜びとは ,自 分の

ものにした課題に挑戦 し,そ れ

を克服 した時の満足感・ 成就感

にある。そのためには ,生徒に

自分の目標を設定 し,積極的に

立ち向か っていくような態度を

身につけさせなければな らなし、

自己評価表や評価 カード等は,

まさにこの願いをこめた試みで

ある。

各教科で様式や方法は異なる

が ,自 己評価表や評価 カー ドや

進度表を用いて ,自 分の学習を
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こぁ墜与帰喰轟篇霙
験する。

5.言菫:書き::[i
かる力に対する織織
の強さについてまと
ある。

6。 変形した木材を観察
し変形の方向につい
て考える。
7.プリントにまとめる。
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木材の各部の名称を調べなさい。

°
警難貫誓言言「
班で協力し

。個人を指名する。

。年輸・繊維につしヽでモデル
を鍵って説明する。
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木材の有効的な使い方についてまとめなさい。
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せる.

・ 次時について薔す.
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振 り返 らせ る資料にした り,

相互活動を活性化する媒体

として活用 している。

しか し,認知目標や態度

目標をいかに評価表の項目

の中に両者を関連 させて組

み込むか ,むずか しいとこ

ろである。

現在 ,取 り組み始めであ

るが ,次のような効果が出

て きている。

・ 生徒の到達度や技能の習

得程度がはっきりし,学

習への意欲化が図れる。

・ 次に提示する学習課題の

準備や次時の計画化に

役立つ。

・ 相互活動を活発

にし,欠点を補

正 した りし,到

達目標によ り早

く近づ くことが

で きる。

今後は ,評価基

準を明確にして臨

ませた り,評価表

等の記入後は ,日

感 じている。

器 械 運 動

1 学習予定
個人カァド 3年 2組 4番 氏名 伊藤留美子

S.62,10～ 11

(3)年 理 科 学 習  自 己 評 価 表

3年 2組 (6)番 (/1ヽ いl tinテ  )

攣 元 1水溶液を流れ為電流 13時間完了 6 月
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時間 種 目 学 習 内 容

1

平

　

均

　

台

学習計画を知る、上がりの練習、班編成 、役割分担

歩、跳躍、お りの練習

1/2回 転、連続技の練習

競技会、テス ト、反省

開脚前転、開脚後転

伸膝後転、伸膝前転

側転、連続技の練習

競技会、デス ト、反省

2 種日別課題

美 しく上がる

1/2回転 手をつけて回る 美 しく回る

足かかえおり 下向きお り

ひざを伸ばす 手を着かず起きる

足先まで伸ばす 一直線上む回る

到達できた項目は、ぬ りつぶしていこう。

時

間
月。日獅 学 習 内 容 集中できたか よくわかっ

たか
話ヒ合いに参
加できたか

. ・2r,(日 )
Ψ _?_二 .. 風   ア  ¬ 9  守

つ
一 t '- n (,:-)

h ,14 ―ヾャ■義 厖
の  1 1 〇 .

| O l :

拿
7° ノ〈夕や

n__上 ^ l 9‐ ― ■――――l
ハ   l   i

4
ク
・二奄生) ⑬一二 0 鵞 _

トψ・P(全 ) 0‐ 二―‐l 1._〇 _上 ― ‐

(p

を通して評を入れたりして,意欲化を一層図って行く必要を

棘 、業勇擦轟

禦奪蠍■・

警鸞 1繁 6

美しく歩 く



学習指導法改善への取 り組み

ア.授 業分析の導入

私たちは ,「 わかる授業・ 充実 した授業」を常に目指している。そし

て ,こ れをさらに推 し進めるために,生徒の参加度を中心にした授業分

析を行い ,指導法の改善のための資料づ くりに取 り組んでいる。

イ.授 業分析の実際

参加度の調査は ,そ の基準が不明瞭で ,と らえにくい部分が多いが ,

次の視点をもとに授業参観者 (教師 )に よる観察 と生徒へのアンケー ト

を実施 した。そして ,参加度が どのような傾向にあるのかを考えること

にした。

∽ 授業参観者

大変良い =+2
+1

普  通 = 0
-1

大変悪い =-2

(教師 )に よる参加度の調査

参加者が分担 して各班を観察 し,班員の相互活動の様

子か ら班全体の参加度を学習課題 ごとに,「大変良い ,

良い ,普通 ,悪 い ,大変悪い」の 5段階で記録表にチェ

ックした。 (資料 1)そ して ,チ ェックされた各課題 ご

との参加度を左記のような点数に置 き換えて集計 し,学

級全体の参加度の傾向をグラフ化 した。

(資料 2),(資 料 3)
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観察 とアンケー ト調査の視点

<観察 >

○学習課題解決のための話 し合

りの内容や回数

0わ か らないところの教 え合い

O班の雰囲気

<ア ンケー ト>

○授業に対する満足度

O授業の理解度

○班内の協力



の 生徒へのアンケー トによる参加度の調査

教師の観察だけではなく,生徒自身が授業に対 して

どの程度参加 したと考えているかの把握を試みた。

アンケー トの集計は,項 目ごとに左記のような点数

に置 き換 えて行 った。ただ し,項 目 1については集計

か ら外 し,補 助資料 とした。 (資料 4),(資料 5)

(資料 1)

研 究 授 業 の 参 観 記 金豪
教科σ勁■)

13
大変良い

普通

大変悪い

理科 1年  10班中4班分の観察結果 (資料 2)

資料 2の各課題ごとの合計値をグラフ化

したものが ,資料 3である。このグラフの

最大値は,観察した班の参加度が全べて ,

「大変よい=2点」の時の 8で あり,最小

値は,「大変悪い=… 2点」が全観察班で

み られた時の -8

である。
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は い =+2

+1

普 通 = 0
-1

いいえ=-2

授業研究部

6

肇套喜急 j馨先圭
1.参 力口度

課題 1

班

３

２

２

＼ 4 6 8

合計

(資料 3)
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個人アンケー ト用紙     (資 料 4) 学級の度数集計
(資料 5)

理科 回答数 :45次の項目について正直に答えなさい.  (C)3 女 )

1 あなたの成績はよいほうですか

2 今の授業は楽しくできたか

3 今の授業はじっかり勉強できて満足か

4 今の授業はうちとけた気持ちでできたか

5 今の授業はよくわかったか

はい    ふつう   いいえ

6 班のみんなが意見むだすことができたか

7 今の授業で神間は協力したか

8 今の授業で先生は親切だったか

9 次の授業が楽しみか

10 今の授薬内容を家で複習してみたいか

ご協力ありがとうございました. 90=大変良い 45=良 い
0=普  通
-45=悪  い -90=大変悪い     l

0 学習指導技術に関する調査

参加度以外に,教師の学習指導技術について ,参観者の感想を表にして

学習指導法改善の資料の一つ とした。また ,参観者に気づいたことをメモ

して もらい ,具体的な指摘 も得 られるようにした。 (資料 6)

(資料 6)

2.教 師 の 指 導 チ ェ ッ ク 記録 (  )授 業者 (庁  )先 生

チェック項目 大変良い        普通       改善の必要

l 学曹量標の設定 |    ▼Ч
ー

2課 題 の 内 容
＼ く 玉
W

3発 間 の 内 容

4資 料 の 内 容 〆 l

一
▼

―

|

5 教材教具の工夫 i― ――

― ―

 
―
」

: 芦

6 バズの使い方

7板 書 の 仕 方 Å 」

´ ]

8 個人への配慮 く
9 学習全体の流れ 〕 ヽ

I

10そ の他  メモ

蘇 澪票あ裏蔽l葛3蒸だ藤鶴瘍轟:薫〔:
登 主n_多費Iとなどヽ ぬ″ ―″V―″アー

7√ ~刀、~、
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項 目 度 数

2 26

3 22

4

5

6

7

8 36

9



ウ。 学習指導法改善に向けて

0 授業者の反省点 と改善点 (資料 3と 5による )

授業の中心 となる学習課題は,5・ 6・ 7で あったが ,こ の部分の

参加度が低かった。課題解決の時間が不十分であったこと,生徒の相

互活動による学習が活発に行われなかったことが原因 として考えられ

た。改善策の一つに ,も う少 し段階的に考えさせ られる課題を提示す

る方法が指摘 された。

しか し,資料 3の 中には参加度の高かった課題 もあ り,資料 5か ら

ll■ ,生徒自身が「参加 した」 という意識 もみ られ ,結果 として ,バ ズ

学習の成果がある程度お さめられたと考えられる。

0 今後の取 り組みについて

授業分析による学習指導法改善に取 り組んでか らまだ日が浅 く,分

析方法や分析結果の信憑性が十分であると考えてはいない。 しか し ,

教師が 自らの授業を反省 し,改善をするための一助 となったことは確

かである。

現在までに ,こ の方法による授業の分析実践が少ないので ,向様の

分析方法による他学級の授業分析やバズを使用 しない場合の授業分析

など,幅広い観点か らの分析を行 うことが必要であろう。

今後 ,さ らにこの実践を積み重ね ,バ ズ学習による指導法の改善を

図っていきたい。
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2。 生徒の自主的・ 自律的な特別活動を目指して                   ―

(1)短学活の充実

ア.短 学活のね らい

朝の短学活は二 日の学校生活の出発点であ り;帰 りの短学活は一 日の

生活のまとめである。つま り,短学活は一 日の学校生活を円滑にすると      :

いう重要な機能をもっている。そして ,学級担任にとっては ,学級経営

の目標を具体的に展開 していくための大切な場で もある。 このように,      _

短学活は短い時間ではあるが価値のある時間なのである。

そこで私たちは ,短学活のね らいを次の 4点 に置いた。            ―

① 学校生活に積極的に取 り組む意欲を育てる。

② 生徒による短学活の自主的運営をうなが し,自 律的な生活態度を身      ‐

につけさせ る。

③ 教師 と生徒 ,生徒相互の理解を深め ,望 ましい人間関係を育てる。

④ 教科 ,道徳 ,特別活動の準備 ,問題の提起 ,学習の発展の場 として      、

活用する。

イ.短 学活のプログラム化

0 プログラム作成の経過 とね らい

短学活に対 して ,教師がはっきりした意図を持たずに運営に当たる

と,生徒の側にある授業の終わった後の解放感なども手伝 って ,騒が

しいまとま りのない時間とな りがちである。そうした状況をふまえて,

昭和61年度の現職教育で「短学活の運用」についての研究を行い ,短

学活の意義やね らい等についての共通理解を図 り,標準的なパターン      Ⅲ

を作成 した。 さらに ,昭和62年度には ,短学活の公開を中心 とす る研

究によ り,こ のパターンに検討を加 えて ,現在行われている「短学活

のプログラム」に発展 させた。

短学活をプログラム化 したね らいは ,生徒による自主的運営を容易

にすることにある。 さらに ,こ のプログラムを定着 させ ることが ,倉 1

造的な活動を生み出す素地を作 ることで もあると考えたのである。       
｀
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0 短学活のプログラム

《朝 の短 学活 ≫

8時 1〔粉

8時 15分

8時 20分

8時30分

8時 35分

8時40分

朝の短学活開始

(1)前 日の反省を生かして,今 日の班目標を決定

(2)班 目標を短学活記録表に記入

(3)朝のあいさつ

(4)保健部による健康観察

(5)日 直班からの連絡

(6)朝学習のプリント配布

(7)朝学習開始

(8)朝学習の答合せ

O 疑間解決 ,わからなかったところを聞き合う。

(9)先生の話

α⑨ 朝学習の提出

③ おわりのあいさつ

《帰 りの短学活≫

3時 45分
(3時 15分 )

3時 50分
(3時 20分 )

3時 55分
(3時 25分 )

4時 05分
(3時 35分 )

4時 10分
(3時 40分 )

帰 りの短学活開始

(1)記録ノートの記入,係からの連絡

(2)生活バズ

棒

＜４
　

修

0 班目標と生活の反省をする。
O 班の反省を短学活記録表に記入する。

班の反省を発表

司会者が班の反省をまとめ,明 日の課題を確認

復習バズ

0 何を課題にするか班で話し合う。
O 取 り組むことになった教科書などを用意する。
O 疑問解決 ,わからなかったところを聞き合う。

先生の話

家庭学習のプリント配布

おわりのあいさつ

(   )内 はB日課の場合
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ウ。復習バズ

幹 復習バズのねらい

復習バズとは,授業でわからなかったところを教え合ったり,大切なこ

とを確かめ合ったりする相互活動である。私たらは短学活に復習バズを取

り入れることが ,学習内容の定着化,学習の意欲化を図ることにつながり,

さらに,望 ましい人 F86関係の育成にもつながっていくと考えた。

短学活中における復習バズは,授業中とはおのずから異なった学習活動

である。すなわら,子 どもの自主釣学習活動が ,よ り積極的に展開できる

場であり,時間なのである。学級担任が復習バズの充実のために行う指導

は,子 どもの意欲を高めるための工夫と,復習バズの時間確保のための能

率的な運営の工夫に向けられなければならない。

0 復習バズの進め方

復習バズを短学活に取 り入れて実践を進めていくなかで,復習バズに取

り組ませるのはむずかしいとか ,他のプログラムに時間を取られがちにな

るなどの意見があった。こうした意見を検討していくなかで ,教師側に ,

復習バズをとかくむずかしいもの ,高度なものととらえる傾向があること

が明らかになった。そこで ,「今日の授業で伺を学習したのかを確める」

といったような,で きるところからの出発をまず考えたのである。

復習バズは ,班で教

科を決めて ,お互いに

問題を出し合 った り,

問題の解 き方などを説

明し合 った りして進め

られている。また ,学

習部の生徒が作成 した

川ヽ テス トをもとにして

復習バズを行 っている

学級 もある。
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工.生活バズ

⑦ 短学活と生活指導

もともと短学活は,学校における基本的な生活指導の場として機能して

きた。しかし,そ れは教師からの下方的な説諭や注意のみで終わってしま

うことが多く,大部分の生徒は教師からの指摘を自分の問題としてとらえ

ることは少なかった。このことは,生徒相互の人間関係のひずみから生じ

ることが多い生活上の諸問題を円滑に解決する機会を少なくしていた。

こうした状況を克服する手だての一つとして,私たちは短学活に生活バ

ズを取 り入れたのである。一日の生活をもとにした相互活動を行うことは,

集団における望ましい人間関係や社会性を育てることにつなが り,さ らに,

集団全体のモラルを高めることにもつながると考えた。今まで「注意しに

くかった」「注意されると面白くなかった」ことから,「注意しやすい」

「他人の注意を素直に聞ける」という態度への変容が見られつつある。

④ 生活バズの進め方

本校の生活バズは ,

朝の短学活で決めた班

目標が どうであったか,

ベル着などの学習ルー

ルが守れたか ,美化・

緑化活動に意欲的に取

り組めたかなどを短学

活記録表をもとにして

話 し合っている。

日直班の点検を行 っ

ている学級では ,日 直

の点検結果 と班の反省

を関連 させなが ら話 し

合 っている。

-33-

'oG tn,

社乞ο武表 掛

(a今ギ、つ
美ま

(た

S霊
習)

嵐省・轟議

どうし電

諄 歌かっ斃

撻うじが と,理

亀ず退tれ、まi

てうしが t,ルッt・・■ミ
時制夕り`
「
,kじゃヽ

ま わ ス t彦 ,お。

蒙良学憾ガ宝を.

夜 習ノヾた`瞬 鞠
ヒっかりt“ Iて bl

=め 夕`江で■つたぃ

で
lt,■  贅聾膚 t

梶 t摯 斜,■ ‐

輔 8:■ .し ,1｀■ ちt

■tう う

紫菫   呵声   蓄議   露己・  n臓    嚢



「

オ.短学活の公開

各学年 3～ 4学級の短学活を公開し,他学級の担任 と生徒代表が参観す

る。参観する生徒は学級担任が任意に 4～ 5名 選ぶが ,大体は学級委員な

ど学級の核 となる生徒を選ぶ ことが多い。生徒 も参観 させ るの lrt,こ うし

た学級 FETの 相互交流が ,生徒による短学活の自主的な運営を促進する一つ

の手だてとなると考えたか らである。

参観す る生徒は,短学活参観記録表に,短学活の流れ ,自 分の学級で も

取 り入れたいこと,改善 した方がいいと思 ったことなどを記入する。この

記録表をもとに ,自 分の学級で参観結果 を発表 し,他 の学級の短学活の状

況を報告する。その後 ,こ の記録表は公開学級の学級担任に渡 され ,短学

活の指導改善に役立て られている。

このように短学活公開は ,短学活の重要性についての共通理解を深める

ためのよい機会 となっているばか りではなく,教師には指導力量の向上を,

生徒には自主的運営への意欲 と自信をもた らしている。

(2)学 級経営の充実

ア.学 級経営 とバズ学習

学級経営は ,すべての教育活動の基盤であ り,出発点である。 したが っ

て ,学級経営を充実 させ ることは ,極 めて重要な課題 と言 える。

学級経営の重点は,学級で行われる教育活動の効果があが るように,学

級態勢を整えてい くことにある。これを中心的に追求 していくのは ,言 う

まで もなく学級担任である。 しか し,教科担任 もまた自分の授業を通して,

必然的に学級経営に関与 していくことになるのである。バズ学習によって,

その学級や班が もっている特質や問題点は ,よ リー層浮 き彫 りにされる。

したが って ,教科担任が授業を通 して得た学級の状況は ,学級経営へのよ

き提言 となる。そればか りか ,授業をしなが ら,教科担任は学級態勢の指

導を直接的にしていることにもなるのである。

このように,バ ズ学習の導入は ,よ り多 くの教師を学級経営へ関与 させ

ることとな り,そ のことが学級経営の充実につながるものと考える。
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イ.日 々の記録

本校では ,生徒が毎 日記録するものとして ,記録ノー ト,班 ノー ト,学級

日誌がある。これ らの記録を通 して ,個人の変容は記録ノー トで ,班の変容

は班ノー トで ,学級全体の変容は学級 日誌で主 として把握することがで きる。

班ノー トを学級経営のなかで活用することは,生徒の社会性を高め,望 ま

しい人間関係を育てるうえで有効な手だてとなる。班ノー トを通 して投げか

けられた問題は ,個人か ら班へ ,班か ら学級へ と広が り,何人かの班員の意

見を吸収 して ,再 び,個人に返 って くる。こうした相互作用を通 して ,お互

いに認め合い ,理解 し合おうとする態度は着実に育 っていく。

学級 日誌は ,学級全体の一 日の様子を把握するものとして重要であるばか

りか ,学級全体に評価を与えていく場 として も重要な意味を持 っている。

教師がこれ らの生徒の記録に ,ひ とつひとつ丹念に目を通 し,感想や指導

すべ きことを記入 していくことは ,時 FEE的 にも大変なことである。 しか し ,

こうした教師の激励や評価が ,子 どもたちの意欲を高めることに結びついて

いることを考 えるとき,決 して軽視はで きないのである。

ウ.班 長会

0 班長会のね らい

一人ひとりの生徒に「班長 となって活動 していける力を身につけよう」

「班長の仕事を通 して人間的に成長 していこう」 という意欲を育てること

は ,バ ズ学習における重要な課題の一つである。また ,班長 として班をど

のようにまとめていくか ,班員 として班長を支 えていくにはどうした らい

いかなど,こ うした班活動のあ り方を実際的に学ばせていくことも大切な

ことである。このような班長の意識化・ 意欲化を含めた班活動の指導は ,

日常の活動場面のなかで具体的に行 うのが最 も効果的である。

私たちが班長会を組織 したね らいは ,日 常の班長指導をさらに深めて班

長 としての自覚 を促すことと,学級経営の充実に役立てることにある。班

長会で出される各班の問題点や ,班長のかかえている悩みに対 して ,いつ

もよい解決策が出るとは限 らない。 しか し,少 なくとも,教師がそれ らに
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対 して共感的な理解を示すことが ,教師 と生徒 とのコ ミ

パイプを太 くすることにつながると考えている。

班長会は ,今年度になって始められ ,し か も 1学年だ

したが って ,今後 さらに実践を積み重ねていきたいと考

④ 班長会の運営

班長会は ,週 1回定期的に継続

して行 うのを原則 とする。会の流

れを右図に示す。

構成 メンバーは班長 ,学級委員

と学級担任であるが ,話 し合 う内

容によっては,関係する係の生徒

が加わることもある。

二 教室環境の整備

0 整備のね らい

教室環境の整備は ,学級経営の重要な課題の一つであ

集団への所属感を高め,学習の場 として十分活用で きる

んだ教室環境を作 り出すことにある。

バズ学習を推進するためには ,相互活動を活発にする

境整備が求められる。そこで私たちは ,① 学習の能率を

欲を喚起する,③ 学級の向上への雰囲気を高める,と い

いて ,特 に ,掲示を中心に研究 した。 しか し,ま だその

解決 していかなければならない問題点 も多い。

④ 掲示の工夫

生徒に呼びかける掲示は ,古 くな り見慣れてしまうと

るので ,適当な期間で新 しい ものに取 り変える必要があ

を進めるに当たっては ,生徒の自主活動を生かすように

徒が作 った ものは,多 少稚拙であったとして も,生 きた

けるのではないか と考える。次に ,今 までに掲示 された

ュニケー シ ョンの

けの実践 で あ る。

えて い る。

班長から班活動
の状況を発表

要点を整理し
問題点を明確化

問題解決の
手だてを追求

整IEEと確認

生活化

る。そのね らいは

ような機能性に富

ための意図的な環

高める,② 学習意

う 3点 を主眼に置

途上にあ り,今後

感受性が薄れて く

る。 この掲示活動

留意 している。生

掲示 として働 きか

ものをrll示 す る。
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a.学 級の向上への雰囲気を高める掲示
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「

慧欲飾な美化 0緑化活動やクラブ活動の工夫

ア.美 イとe様化活動

輔 美化・緑イれ時間のパターン化

本校では ,「人間のよ うよしヽ成長 174よ り良じヽ環境か ら」 という考えを

もとに美化 e緑化活動に取 り組んでお り,特 に「 “人工のごみ"は 見逃

さない !」 ことを合言葉に環境の美化をすすめている。清掃時間として ,

月～金曜日は給食後の 15分 間 ,土曜国はA裁の 20分 間をめてている。

A裁 とは土曜 日の 4時限の 11:35～ 11:55の 間に,各委員会及び評

議会を行い ,そ れと並行 して委員会や評議会に参加 しない生徒が区域を

分担 して責任をもって清掃や緑化活動にあたる時間である。

本校が意欲的に美化・緑化活動を取 り組むために行 っていることをあ

げると ,

a.清掃班はバズ班を単位 とし,班 内でさらに役割分担をし相互点検 と

協力によって活動を進めている。

b。 全員が体操服で清掃活動を行 っている。

c.短 学活の時間も活用 して ,明 日への取 り組みや ,や るべ き活動を ,

班や個々の生徒が課題 として持つようにしている。

d.美化委員会は ,月 Bllの 美化目標を設けている。この目標は ,重点的

な清掃箇所 と,取 り組む際の姿勢 ,い わば態度的な目標の二つが掲げ

られている。 さら1/C,委 員会 として点検・評価をしている。

等があげられる。

<美化目標の実際>

:メ′ゝ、さ壼ll、さだハヽt
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(イ)緑 化表示板

緑化表示板は学級名 と学級の緑化目標をか き,担 当の緑化区域に立て

る6そ の目的は ,緑化区域を明確にすることと,積極的に緑化活動に取

り組む意欲を育てることにある。

もちろん教師が指導 しやすい面 もあるが ,や は り自分たちで自分たち

の緑化区域をきれいにしようとする意識・ 意欲を育てることがその基本

となっている。「 立て札が泣いていないか P」 と常に考えていく機会を

与えてい くことによ り,よ り良い環境を積極的につ くっていって くれる

ことを望んでいる。

υ 夏休みの灌水当番

本校では 49,000平 方メー トルの広い敷地 の中に多 くの緑化区域を

もってお り, 1・ 2年の各学級に一つの区域が分担 されている。夏休み

の間 も出校 し,竹 み一杯の除草 と十分な散水を最低限の目標にして ,そ

の日に集まったメンバーによって作業分担や作業内容を決定 し,除草・

散水・ 樹木の手入れを行 っている。

これ らの活動は緑を育てるだけでな く,勤労意欲や協力・ 奉仕の精神

を育てる上で も役立 っている。
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イ.ク ラブ活動

0 クラブ活動・ 部活動

生徒一人ひとりの人格を尊重す るとともに ,個性豊かな人間性の育成

をめざすことにクラブ活動・ 部活動の もつね らいがある。ことにクラブ

活動・ 部活動は学年や学級の所属を離れて ,興 味や関心を同じくする生

徒をもって組織することか ら,人 間関係を深めていく貴重な場であると

いえる。

本校では ,ク ラブ活動 と部活動を一本化す るという基本方針で指導に

あたっている。クラブ活動の時間は水曜日の 6時限目とし,そ の後部活

動ヘスムーズに移れるよう配慮 している。また ,全 員の生徒が 3年間同

一のクラブに所属 し活動す るように指導 している。 さらにバズ活動を随

所に取 り入れ ,こ れによ り次のような目標の達成をめざしている。

○相互活動を取 り入れることによって正 しい人間関係を育てる。

03年 間同一のクラブに所属することによって成就感を育てる。

○自発的な楽 しい活動を通 して一人ひとりの自主性を育てる。

<ク ラブ名・参加人数>
クラブ名 人数 クラブ名 人数 クラブ名 人数

野  球 90 水 泳 0 32 書   道 28

剣道 0 49 陸上の 62 社 会 科
〃  Oカ 40 ″ ロ 囲碁将棋

害笙んω 57 禁ンガ勢 41 文  芸
〃 Q 41 〃 0 22 写  真

テニスの 95 系ヱんい ′29 演  劇
〃  α⇒ 80 サッカーCD ヾ ト ン 26

が望刀開 39 柔 道0 27 美  術 28
″  C坤 46 づド〕 園芸技術

体操 0 29 英  語 家 庭 科

″  籟 41 理  科 造  形

卓 球 の 0/t奏 楽 作  画 29

″  C⇒ コ ー フ ス

水 泳 の 30 ギ タ ー 35
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目標設定

説明・話 し合い

指導・助言

・ 問題点

↓ バズ

・ 解決

・ 目標の達成

・ 反省 バズ

反   省  0明 日への課題

・ 指導・助言



r)相 互活動を生か した実践例

a. ソフ トボールクラブ

<練習前>

その日の練習内容や重点目標をクラブ員に確認 し,そ れをもとに

各 自が目標を設定 して練習に取 り組むようにしている。

<練習中>

全体で確認する問題が生 じた場合には,集合をし話 し合いを中心

とした ミーテ ィングを持つようにしている。また ,練習中において

も自主的に相互で批正 しあうようにしている。 しか し,指導を必要

とする場合には直接顧間が説明する。

<練習後>

必ず集合 して円陣をくみ ミーティングを持つ。この ときはキャプ

テンを中心に,一人ひとりの反省 と,お互いの良か った点 ,改善す

べ き点を話 し合い明日への練習につなげていくようにしている。

b.吹奏楽 クラブ

練習は,個人練習 ,パ ー ト練習 ,分奏練習 ,合奏練習の 4種類で構

成 され ,計画的に実施 されている。その中で中心的な役割をもってい

るのがパー ト練習であ り,そ の推進力になっているのがパー トリーダ

ー会である。

<パ ー ト練習>

楽器別に ,八つのパー トに別れて ,3年 生がパー トリーダーとな

りその 日の練習計画か ら技術指導までを担当する。一般的にはパー

トで集まって練習するが ,必要に応 じて個人練習にした り,203

人のグループ練習にすることもある。

<パ ー トリーダー会>

2・ 3週 間に一度パー トリーダー会を持つ。ここで練習の進み具

合や問題点を徹底的に話 し合い ,今後の練習方針や練習計画を立て

ている。
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自主的な生徒会活動の工夫

ア.生 徒会活動のね らいと指導方針

171 ね らい

生徒会活動な通 して ,集 団生活の意義を学ばせ ,集 団における協調

と自己実現を図 りなが ら,成就感を味わわせる。

紹)指 導方針

a.生徒の主体的活動を通 して ,お互いの立場を尊重 しなが ら,連帯

感や個々の能力の向上を図 り,望 ましい人間関係の育成に努める。

b。 あらゆる場面において生徒の話 し合いを設定 し,話 し合いによっ

てでたことを吸い上げ実現化することによ り,自 ら生徒会活動を支

えているという意識の高揚を図る。

c.委 員会活動・学級会活動を活発にし,自 主的・ 積極的な責任ある

活動の伸長を図るとともに,所属集団の中における存在感の育成を

通 して ,学校生活の充実を図る。

d.楽 しく,規律正 しい学校生活の確立に努める。

イ.自 主性を育てる工夫

0 年間計画において

生徒会の年間計画は主に表 1に示 したとお りである。

これ らの行事は ,学校か ら出されている「学校暦」 とて らし,前期

の場合 ,生徒会執行部が 4月 中に立案 し,生徒総会にかけられた後実

行に移される。これによ り,生徒会執行部は ,行事の実現化や成功に

向けて ,生徒の協力が得 られたと自信を持つ とともに ,責任を強 く感

じるようになっている。また ,生徒 も自分たちが通 した案であること

か ら,協力 しようという姿勢が生まれている。

個々の行事についていえば,毎年行 っている「 1学期の球技大会」

「 3学期の映画会」は総会時の年間計画には打ち込まず ,常 に生徒会

が生徒の声を聞 き,実行す る意志があるか どうかを確認 し,教師 と打

ち合せなが ら行 っている。さらに昭和 63年度の「 スカイアニ トJの
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:よ うに,執行部が実行 したいと企画 した

計画 も,取 り上げられ実現 している。

このよ うに,学級会 ,評議会 ,執行部

会で広 く生徒の意見を吸い上げ実現 させ

る努力をしている。

この他に も,「 クラブ紹介」「 クリー

ンキャンペーン」 (地域美化活動 )等の

クラブ 0委員会 と協力 した活動や「選手

激励会」「卒業生を送る会」のように生

徒の様々な工夫を生か した行事を幅広 く

行 っている。

紹)組 織構成において

(組織図 )

表 1́ 昭和 63年度生徒会年間計画

ね らいの達成のためには,人 間関係が重要な要素 となる。人間関係を

密にし,生徒の生徒会への参加意識・ 所属意識を高めるため,学級や各

種委員会等での話 し合いにおいてバズを活用する。
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a.推進委員会

推進委員会 とは ,生徒会の取 り組む球技大会・選手激励会・卒業生

を送る会等の行事の企画運営を,執行部・ 評議員 とともに協力 しなが

ら推 じ進める会である。各学級よ り1～ 2名 ,必要に応 じて選出し構

成する。この方法によ り,個 々の生徒の生徒会活動に対する意識を高

め ,積極的に参加 しようとする姿勢を作るとともに ,一人ひとりの生

徒の工夫や意見を反映 させ ,自 己実現の機会を増やすようにしている。

b.サ ポー トクラス

サポー トクラスとは ,組織図には表れてはいないが ,委員会活動を

少 しで も活性化するためと,多 くの生徒を生徒会活動に積極的に参加

させ るために考えられた ものである。収集活動・ あいさつキャンペー

ン等 ,委員会が中心になって行 って きた活動を,希望学級が受け持 ち,

学級の独 自性や創意を生か してその活動の推進を図っている。

ウ。 活動の実際

171 各種行事

a.球技大会

球技大会は ,学年単位で推進委員を中心に ,男 子用・女子用・混合

用の三つの種 目の選定や人数の割 り振 りが考えられ ,6月 に行われた。

本年度は 1～ 3年 まで共通の種目を一つ取 り入れることとな り,最近

人気のある綱弓|き を行 った。

b。 選手激励会

7月 に行われた選手激励会は ,執行部を中心に推進委員が案を練 り,

「聖火 ランナーを登場 させ ること」「 2年生で応援団を組織することJ

「選手に,は ちまきと必勝 うちわを贈ること」が決め られた。はちま

きや うちわは,1・ 2年の学級に分担がなされた。今年度は ,あ いに

く当日雨となって しまい体育館で行 うこととなったが ,会 は盛 りあが

りをみせた。
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c.水泳大会

水泳大会は体育的行事であ り体育科の教師を中心に行われるが ,推

進委員が選手決め ,レ クリエーション種目の選定 ,当 日の運営等幅広

く活動する。「 フライングマン」 (選手が フライングなのに泳 ぎ続け

よ うとするのをやめさせ る役目 )は 推進委員が考え出したユニークな

アイデアの一つである。

“

)収 集活動

地域の美化・ 生徒会資金の確保・ 生徒会や学級への所属意識の高揚の

ため ,年度毎に目標量や収集方法を決め ,ア ル ミ缶・ 古新聞・ ベルマー

クの収集活動に取 り組んでいる。

a.ア ル ミ缶収集

ドラム缶に美化委員がペンキで着色 した「 ァル ミ缶ボックス」を各

昇降口に設置 し,いつで も気軽にアル ミ缶が収集で きるようにした。

夏場には,5日 ほどで 4本のアル ミ缶ボックスがいっぱいとな り執行

部 とサポー トクラスの手で回収 された。

b.新聞収集

月に 1回 1週 間の期間行 う。 1学期には「全校で 10oメ ー トルの

高 さ分の量を今学期中に集める」 という目標を立てたが ,地域の子供

会の廃品回収 と重な り,目 標の 4割弱の達成率に留まった。

ceベ ルマーク収集

ベルマーク収集は,ベ ルマーク委員を中心に目標が決め られ ,評議

会で審議 された上で学級におろされ ,キ ャンペーン活動が展開されて

いる。現在は,総会で意見 として出された合唱コンクールで使用す る

ラジカセの購入を目標に取 り組んでいる。

乙れ らの取 り組みを通 して ,多 くの場面で生徒 白場が溝躍するようになっ

た。それにともなけ責任感 。連帯感が生まれ ,生徒の生 き生 きとした表 )溝が

よ リー層多 く見 られるよ うになってきた。
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「

(5)自 主的に取 り組む旅行的行事の工夫

ア。「集国の象主性」を育てるために

「 自主性Jと しヽう言葉は,本来個人について用いられることが多いが,

私たちは「集団の自主性」とひらものをよう尊重したしヽと考えた。

これは,「 自主性Jが「社会性Jと ともに語られなければならなしヽの

に, F自 主性」だけが独 り歩きし,「 自分勝手を許す」としヽうような結

果になつ易かったという反省に基づいている。ある集国が何か一つの目

標に向かって自ら動き出すとき「社会性」が必要となり,そ の中で,個

人の「 自主性」も育て 6れやすいと考えたのである。また ,そ こに「集

団で行う教育Jや「旅行的行事」を行う一つの意義があると思ったので

ある。指導にあたっては,「集国の自_7_性 Jな 育てるため,次の八つの

点に留意することにした。

① 集団は最初「寄せ集め」であることを心に止め,教師も含め「人間

関係づ くり」「雰囲気づ くり」を大切にすること。 (バ ズの活用 )

②  「寄せ集め」の集団に「協力せよ」といっても急には協力できない。

「協力せよ」と言うのではなく,具体的な課題を与え,そ れを解決し

ようとする行動の中で協力性を育てていくこと。 (図 1)

③ 課題に向かって集団員が最初はほぼ同じ方向を向いていても,だん

だんと方向がずれてきてしまうことがある。 (図 2)そ のため,意

見のまとめ役・調整役・牽弓1役 としての リーダーが必要でありかつ重

要である。このことを集団員全員が意識し,自 分たちの リーダーをも

り立てていこうとするよう「雰囲気づ くり」をすること。

④ 根幹となる目標に「人間性向上」を置く。各行事における課題は ,

最終目標ではなく,一つの通過点・ ステップととらえること。

⑤ 根幹となる目標を中心に,1年 間を 1サ イクルととらえ,各行事に

おいて目標 (課題 )を 明確に打ち出すとともに,3年間をその積み重

ねととらえた系統だった螺旋構造的な指導を行うこと。 (表 1,図 3)
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⑥ 集団の所属意識を高めるため,行事等の実行に当たっては,内容に工夫

をこらし,特色を出し,プ ライドをもたせるようにすること。

⑦  l年生は 3年間の基礎となる時期である。この時期に「何が大切か」を

教えるとともに,自 らも感じ取 らせ ,教師との価値観の共有を目指すこと。

③ 教師の意図が生徒に伝わるように,生徒との温かい信頼関係を大切にす

ること。また,生徒集団と教師集団が協力して学級・学年・学校を築いて

いるととらえさせるため,教師も生徒と一緒になって生き生きと行事に取

り組むこと。

イ.指 導の実際

次に述べ る行事は ,各学級か ら選出された 1～ 2名 で構成する実行委員会

を中心に活動 している。

また ,宿泊を伴 う旅行的行事では ,意義 e目 的・ スローガンを打ち込んだ

「 しお り」を作 り,そ の徹底に努めている。

171 宿泊学習

1年生のはじめに,市 内の「少年 自然の家」を使い , 1泊 2日 の日程で

A tt B班 に分かれて行 う。一切の行動は,班長が持つ時計 としお りの 日程

表によ り行い,館 内放送は使用 しない。

「宿泊学習」 とあるよ うに ,「学習」であることを前面に出し,集団行

動・ レク リエーション指導 0合唱指導 を行い,中 部幸学校の 1年 間の大ま

かな流れを知 らせ ,本校の生徒 としての自覚 をうなが してしヽる。

集団行動においては ,指導者 (リ ーダー )の 指示に従 うことや規律を守

ることに重点を置 き指導 している。

レク リエーション指導については,雰囲気の大切 さや物事に一生懸命打

ち込むことの重要 さに力点を置 き,雰囲気をもり上げるということはどう

いうことか とらえさせることに努めている。

1年生の段階では , リーダー・ 班長に対 して ,教師か らの指示 と連絡事

項の徹底 といった伝達的役割をあえて強 く持たせてひる。
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")野
外学習

2年生の 6月 ごろ,「愛知県民の森」において 2泊 3日 の野外テン ト生

活を行 う。

主なプログ

級 レク リエー

ムは,飯盆炊 さん・ キャンプファイヤー・ ハィキング・ 学

ョンであ り,生徒 自らが積極的に行事に参加できるよ うに

様々な工夫をしている。当然なが ら最 も重要なのが事前の取 り組みである。

飯食炊 さんは夕食時に行われ ,自 由献立 となっている。そのため班 ごと

に ,献立ゃその作 り方を調べ ること,材料を買いに行 くこと等 ,様 々な取

り組みが行われる。

ハイキングは従来の コースも含め ,「釣 リコース」「温泉コース」等バ

ラエテ ィーに富んだコースを設定 し,各個人に選択 させている。

キャンプファイヤーで も工夫が されている。自分たちの「野外学習」で

あるという意識を高めるため ,エ ールマスター ●サブマスターを生徒で編

成 し,上級生が自発的に部活終了後その指導にあたってぃる。

このような取 り組みを通 して ,「行事は自らもり立てていくのだ」 とい

う気持ちを育てている。

191 修学旅行

3年生で行 う修学旅行の最大の目玉は ,「東京都内班別行動」である。

約半 日,東京都内を班 ごとに ,自 分たちの設定 した見学地をまわ り,旅館

にもどって くるというものである。途中 ,5箇 所程設けられた「 チェック

ポイン ト」の うち 1箇所を通過することになっている。

見学時間や行 きたい所の個人的思惑が絡み合い,事前の話 し合いが活発

に行われる。また ,旅行社の方 と班員で計画の検討をしているが ,当 日そ

の通 りにいかな くなった り,ハ プエングに出あった りといったことが起こ

り,そ の度に解決のための努力がなされる。

この様に修学旅行は ,各個人の薦藤や各 自に切迫 した課題があるととも

に,人 間関係の大切 さを学ぶ要素 も多 くあ り,人 間的成長を図る貴重な機

会である。
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鶴 遠足

1学期に行われた宿泊を伴 う旅行ので き,2学 期の生徒の状態によ り,

補正的 ,フ ィー ドバ ック的な要素をもたせている行事である。また ,宿泊

を伴 う行事にくらべ ,学年の特色がよ く出せる行事である。

1年生は大凧で有名な静岡県の「中圏島砂丘」に行 ってしヽる。大凧の揚

がる様子を見学 した り,班 ごとにtlll作 した凧を揚げた りする等の企画を立

てて取 り組んでいる。昨年は砂丘に注目し,「砂の芸術」に取 り組んだ。

2年生は岐阜県関市や愛知県知多郡南知多町にあるフィール ドアスレチ

クに行っている。「 とにかく動け,迷 っても動け,や ったら喜べ」など

いったスローガンのもと,中だるみの学年と言われることを吹き飛ばす

べ く,巨大迷路・ カラオケ大会・縄跳び大会・座禅等 ,年度毎に工夫され

たイベントメ行われている。今年は修学旅行の準備も兼ね,「岐阜市内班

別行動」が企画されている。

3年生は1日 申仙道の「妻籠 0馬籠」へ行ってしヽ 4。 歴史 lra親 しむ意味を

含め,わ らじを履いて行った り,班 ごとに「水戸黄 F電衆」「自虎隊」等と

テーマを決め,時代的衣裳を作 り,そ れを着で歩く等の試みがされている。

今まで述べて きた行事において

は ,バ ズを活用 し,実行委員・ 学

級の班を中心に行って きた。

これ らの行事活動は ,生徒たち

に通常の生活では体験 しにくいこ

とを経験す る機会を与 え,生徒 と

生徒 ,生徒 と教師の間の人間関係

に深ま りを与えるとともに ,「 自

主性」「 社会性」を培 うよい機会

となっている。
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3.道徳的心情や実践意欲を高める指導を目指して

(1)基 本的な考え方

ア.道 徳における相互活動

道徳の時間では ,資料を媒体 として ,生徒がそれぞれの生活経験をも

とに思考 し,互 いに話 し合 うことによって ,道徳的価値を自覚 し,道徳

的実践力を身につけることをね らいとしている。

これまでの道徳の授業を振 り返ると,本校の生徒は,自 分の考えを語

りたが らない傾向が強い。活気のなさが深ま りのなさにつながることの

ないよ う,バ ズの形態を取 り入れることによって ,本音を出しやすい雰

囲気を作 り,参加度を高めたいと考えた。全体の場では発言で きない生

徒にも話す機会が与えられ ,ま た ,安易に整理 されてしまいがらな少数

意見 も尊重 されることが期待で きる。

このような生徒相互の話 し合いは ,理解・ 思考を深め ,判断を的確に

させるうえで効果的である。 さらに,生徒相互の協力や人間関係を深め ,

学級全体の道徳的実践力の水準をも高めることにつながる。

イ.参 加度を高めるための工夫

生徒は ,相互活動を通 して ,様 々な価値観に触れることがで き,そ の

ことは ,自 分 自身や相互間に葛藤をもた らす。その作用は,生徒一人ひ

とりの持つ価値観をよ り明確にし,他 の価値観に対する理解を深めさせ ,

よ り高いものへ と変容 させていく。

そこで ,授業の展開にあたっては,生徒の参加度を高めるために ,問

題意識を持たせることがで き,多 様な価値観を引 き出す ことがで きる資

料を選択・ 活用 し,そ れを十分に生か した効果的な発間の工夫に努める

ことが大切である。そのことが授業を活性化 し,さ らに,ね らいとす る

道徳的価値を生徒に自覚 させることになると考えた。

以上の点を踏まえ,多様な授業展開の研究を進めることにした。

-51-



丁

(2)全体指導計画
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道徳的心情の育成
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を図る。
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(3)相互作用を生か した指導の実際

ア.生 徒作文を使 った授業実践 (2学年 )

主 題  友情 (10。 友情 )

ね らい  互いの向上のために,励 まし合い忠告 し合 う望ましい友人関係
を築いていこうとする気持 ちを高める。

資 料  生徒作文

<授業記録> <考察>

事前に「友情」 という

テーマで作文を書かせ る

ことで ,生徒に問題意識

を持たせて授業に臨ませ

ることができた。

この授業では,3点 の

生徒作文を資料 として用

い,生徒の心情を高める

うえで効果的であった。

なかで も,c男 の作文

は真の友情を問 う中心発

間の場面に適切で ,生徒

相互に問題を投げかける

ものであった。涙なが ら

に訴える女子生徒の意見

に対 し,徐 々に問題意識

が高ま り,班での話 し合

いが深まっていった。

また ,「ぜひ,みんな

の意見を聞 きたい。」とい

う教師の言葉に生徒の心
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教師・生徒の活動の様子

1.本時のねらいを知る。
△ 今までに友だちがいてよか
ったと思ったことを発表しな

さい。

2.友だちの励ましに対する感謝
の気持ちを知る。
△ A子さんの作文を聞きなさ
い a

3.友情を否定する考えを知る。
△ 次の作文を聞いて,班で話
し合いなさい。

△ 発表しなさい。

4.友情について悩む考えを知
り,真の友情の意味を考える。
▲ 見せかけでない本当の友情
とは何か考えなさい。
△ C男君の作文を聞いて,壼
で話し合いなさい。

△ 発表しなさい。

▲ 本当の友情 とは何だろう
か。また,どうしたら育てら
れると思うか,考えなさい。

5。 一年間向分を支えてくれた友
だちへの感謝の気持ちを発表す
る。
△ 作文を読んで,気持ちを伝
えてください。

問題意識が高まらず,私語が多い。
班で話し合い,壼長が集約して発表する。

A子は涙で声が出ず,他の生徒も問題を意識し
始める。

・ 「友情は見せかけである。」というB子の作文
を教師が代説する。
・ 私語が多いが,次第に話し合いが始まる。
。 「それは間違っている。」「友情という言葉が
好きだ。」などの意見が出る。

・ 「一緒に掃除をさぼるようなことが本当の友情
なのか。Jと いう教師の問いかけに,静かに考え
始める。
・ 一年間の学級の姿勢を鋭く批判した内容を真剣
に闘く。
・ 活発に話し合う。
・ 教師は机闘巡視をして籠人の考えを把握する。
。 「あと数日だが,まだ遅くない。」「最高のク
ラスにしたい。」「この授業だけで良くなるとは

思わない。」など,涙ながらに訴える意見もあ
り,お互いの意見を真剣に聞く。
・ 活発に話し合い,「誰とでも神良くする。』
「いいところを見つける。」などの竜量が出る。
・ B子の作文中の「自分を磨く」という文を取り
上げ,教師の意見を述べる。

「自分の性格を直したしヽ.」「自分の失敗を許
してくれてあり浮どう。Jと しヽう作文を発表す
る。
一人の男子からエールをやつたいという難し出
があり,照れながらも全員答える。

友だちがいてよかったと思った経験を発表しなさい

友情を育てるにはどうしたらよいか考えなさい

友だろ機 議ぽ産轟鋳ちを伝えなさい

展  開  (△ :発問 )



が開き,素直な意見が

出され ,活発な話 し合

い力ゞで きた。

学年末の授業で もあ

り,生徒には切実なテ

ーマとして受け止めら

れた。数 日後に行われ

た「学級お別れ会」で

は ,こ れまで身勝手な

行動の目立 った女子生

徒たちが中心になって

企画や運営にあたるな

ど,実践化につながっ

たようである。

授業展開の面か ら見

ると,終末の段階で価

値を一般化する読み物

や格言等を与え,価値

把握を図る方法も考え

られる。

イ.ア ンケー トと読み物を使った授業実践 (2学年 )

主 題  欠席 (3.強 い意志 )

ねらい  「休みたい」と思う心の弱さを律し,意欲的に学校生活を送ろう

とする態度を育てる。

資 料  アンケート 読み物「鉄人一衣笠祥雄 40歳の記録」

<考察>

この授業は,学校が抱えている問題を取 り上げ,道徳的判断力を高める

とともに,互 いを思いやることで,実践意欲の向上をねらったものである。
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<授業記録>
開  (△ [発聞 ) 教師・生徒の活動の様子

l。 何を意味している日数かを考
える。
△ 90日 とは何を表している
と思うか発表しなさい。

2.本時のねらいを知る。

3.学校を休まない理由を考える

△ アンケートの結果を見て,
思ったことを発表しなさい。

▲ 行きたくないと思うのに ,
なぜ学校に来るのか考えなさ
い 。

4.衣笠選手が世界記録を達成す
るまでの心の動きについて話し

合う。
△ 資料を読みなさい。
△ 出場したくない時にもなぜ
出場したのだろう。資料で確

認しなさい。
▲ 休んでいたら彼の野球人生
はどうなっていたかを話し合
いなさい。

5。 自分の考えをまとめる。
△ 自分はこれからどうあるべ
きか,今 日の授業を通して考
えたことを書きなさい。

興味を持ち ,活発に発表する。
「 クラスの 1学期間の欠席 日数 Jと 知らされ ,
驚きの声が上がる。

。 最初に指名された生徒は,質問の意図がわから
ないのか答えられない。
・ 「行きたくない人が意外に多い。」という意見
から次の発間につなげる。
・ 発言が少ないので,■で話し合うように指示す
る。
・ 机間巡視をして,生徒の考えを把握する。
・ 指名して,発表させる。
。 「一度休むとそれが続くようになる。」「親が
うるさい。」「勉強が遅れる。Jなど多くの意見
が出る。

・ 教師が範読する。
・ 理由を表す箇所に線を引くように指示する。
・ 机間巡視をして,不十分な点を指摘する.

・ 輸番法で話し合うように指示したので,活発に
発言する。
。 「嫌なことがあるとすぐ休むようになる。」
「自分の存在がなくなる。」「早く引退してしま
っただろう。」などの意見が出る。

「記録ノート」に書くように指示する。

現在の自分と照らし合わせながら,授業の感想
や欠席に対する考え。学校生活の送り方等につい

て書いている。

「 90日 」これはどんな事実を表した日数か発表しなさい

学校を休みたいと思っても,体 まないのはなぜか考えなさい

今日の授業で学んだことを書きなさい

生徒の考えを把握することで ,意 図的に指名をし ,

中心資料 として「欠

席に対する意識」を調

査 した事前 アンケー ト

結果を用い ,自 分たち

の ものの見方・ 考え方

を見つめさせ ,身近な

問題 としての意識を持

たせ るのに役立った。

また ,読 み物は,ア ン

ケー ト結果か ら把握 し

た道徳的価値の一般化

を助ける資料 として活

用 された。これ らの資

料を生か して ,「衣笠

選手」に対する共感を

自分の生活に置 き換 え

て一般化す る授業展開

がで きた。

話 し合いの場面では ,

教師が机間巡視をして

発表 させた。

二つの実践例では ,身近な問題を扱 うことで相互活動が活発にな り,生徒

の問題意識を高めることがで きた。今後は ,じ っくり読み味わう心情資料を

扱 った場合等を含め ,多 様な展開を工夫 し,授 業の活性化を図っていきたい

と考 えている。 さらに,道徳授業の充実のために,学級活動や行事の中で評

価活動を行い ,生活バズの中で意図的に個人に返 し,積み上げてい く事後指

導 も考えていきたい。
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「

まとめと今後の課題

教師の共通理解にたち「バズ学習」の研究に取り組んで,4年 目に入った。

私たちの実践は,一つには生徒たちに全力をあげて学習に取 り組むことの

大切 さを教えることであ り,も う一うには協力 し成就することのすばらしさ

を体験 させ ることであった。その歩みは決 して平たんな ものではな く,つ ぎ

つ ぎに対処 しなければならない問題に直面 した。 しか し,そ の問題解決への

努力が研究をわずかなが らで も深めていくことにつながった。

目をみはるような成果はなかなか見えてこないが ,私 たちはこの研究を通

して ,日 常の地道な実践の大切 さをよ り強 く感 じた。

これか ら取 り組まなければな らない問題 も山積 しているが ,今後は,次の

点を課題 として研究の継続・ 深化を図っていきたい。

l.日 常の基礎的・ 基本的なことを大切にし,教育活動の積み上げを図る。

2。 授業研究を柱に ,教科間・ 学年間の交流を一層進め ,指導技量を高める。

3。 学習課題構成図を生か して ,学習課題 ,学習活動 ,評価等のあ り方につ

いて ,さ らに研究を深める。

4。 自己評価・ 相互評価や教師の評価活動の方法を工夫 し,よ り確かなもの

にする。

5.復習バズ・ 生活バズの実践を積み重ね ,短学活の自主的運営をさらに進

める。

6.美化・ 緑化活動の意識を高め ,相互評価活動を徹底する。

7.常 に課題をもち,自 ら進んで活動をしていこうとする態度を育成する。

8.行事等で得た成就感を日常生活に反映 させ ,学校生活の充実を図る。

9.道徳授業の充実を図 り,教育活動の中での評価活動を計画的に行い,道

徳的実践力を高める。
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Ⅵ バズ学習の困難点や問題点の解明

1。 授業の進度が遅れるのではないか

その最 も大 きなものは教師自身か らおこる問題であろう。学習はすべて

話 し合いによって進めるべ きだと勘違いされて ,あ らゆる学習事項にバズ

が乱用 されていることがある。そして教材研究 も不十分なまま ,ど こでバ

ズさせ るか という位置づけがなされぬまま ,思 いつ きで授業を進めること

も多い。

教えこむことと話 し合わせ ることの区別 ,目 標に合 った課題の配列が何

よ り肝心であろう。そして ,教材や課題の精選が必要なことはいうまで も

ない。目標に合 った一時間の指導計画が教師の手中になければならない。

次に考 えられることは ,学級や生徒たち自身の問題である。自由なコ ミ

ュニケーションが活発に行われるような学級に成熟 していなか った り,バ

ズの要領に不慣れで ,な かなか話 し合いの実 らない場合が考えられる。

また ,課題が不適当な場合にも話 し合いの進展 しないことがあるので ,

‐いつ もその原因を多角的に探 る必要があるだろう。

そして私たちは ,すべての分団やすべての個人に結論を期待 し過ぎて も

いけないだろう。バズの後には ,必ず教師による補足・ 修正・ まとめのあ

ることを忘れた くはない。話 し合いで ,た とえ結論が出なくて も,結論に

近づ くか ,思考に方向性が出て くるだけで も,目 的のほとん どは達せ られ

たことになる。

「 2分」とか「 3分」というように,短かめな時間を予告して話し合わ

せると能率的になろう。

2. 優秀生の学力 |ま足踏み状態になるのではなもヽか

足踏みということはない。実際バズ学習をやってみればわかることだが,

教えられる者より教える者の方の伸びが大きい。これはいくつかの実践校

で検証されている。
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わかったつ もりのことで も,教 えてみる (説明してみる )こ とによって,

不確かな点に気づ くことが多い。ひとりではわか らなけことが ,相手によ

って自ら発見できるのである。繰 り返すことによって理解がいっそう深め

られ ,整理 され ,確かなものになるか ら,得 をしているのは成績不振生徒

よ り優秀生徒であるといえる。

それに,課題は学習目標に合 った ものであ り,課題が達成 されることに

よって ,目 標 とされる知識・ 技能が得 られるのであるか ら,そ れ以上を望

むのはいささか欲張 りではなかろうか。課題を通 して ,そ れぞれの能力に

応 じてみんなを学習活動に積極的に参加 させ ,少 くとも,目 標にまで到達

させたいというのがバズ学習のね らいである。

もし,班 の活動が個人の力を押 さえているということになれば ,個人の

力が発揮で きる場が忘れ られていはしないだろうか。バズ学習では ,班で

の話 し合いの後 ,学級全体での話 し合いも重要視 しているのである。

3。 依頼心が助長され ,個人思考が深まらないのではなもヽか

「 まず ,自 分で考える」 という鉄則が忘れ られてはならない。課題を投

げかけられた ら,ま ず 自分で取 り組み ,分 ることと分 らないことをはもき

りさせ ,あ るいは,自 分の考えをもって話 し合いにはいらせたい。漠然 と

聞 くのではな く,何の ,ど こを聞 くのかを明確にし,自 分はこう思 うが ど

うなのか ,と いう姿勢をもたせたい。

習慣化するまで ,ブ レーンス トン ミング方式 (そ れぞれ自分の意見を述

べるだけ )を 使 って訓練するの もよいし,教師が話 し合いの指示をするま

で各 自で考 えさせるような配慮 もよいであろう。

また ,集 団が単なる仲よし的な ものでなく,互 いにきびしさをもった人

間関係を保つように ,そ ういう仲間づ くりをす る努力 も必要であろう。

4.むだ話が多くなったり,さわがしくなりがちだが,どうしたらよいか

教師が学級を把握していなければならないことは当然だが,やはり相互

-58-



の きびしさが必要であろう。また ,相互作用をさせ るときの約束や ,話 し

合いの きま りが徹底 されるべ きである。それ らは最低必要な ものか らスタ

ー トし,llE次 細かなことや ,レ ベルの高いものをつけ加えていくとよい。

「だれかが発言 している時には静かに聞こう。」

「学習に関係のないことは話 さないようにしよう週

「先生が ,ゃ め ,と いった ら前を向こう選

たったこれだけのことで も徹底できた ら学級は変 って くるだろう。そし

て ,話すこと以上に ,聞 くことの大切 さも理解 させたい。

バズのタイ ミングが悪かった り,課題が不明確であった り,話 し合いの

時間が長す ぎる場合にもさわが しくなるものである。十分意に留めていき

たい。

要は ,少 々にぎやかで も,そ れが目標に沿った話 し合いであるかどうか

が問題である。必要以上の声量を押 さえるしつけは随時 していかなければ

な らないだろうが。
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【研究同人】

晨昭和 63年度≫

荻原克巳  阿部吉一  寺井正輝  鈴木 収  高本昭子  石黒治子

武山春雄  稲垣久義  吉田英雄  小原澄子  桑原進一  後藤文子       :

高島 顕  林  薫  野口博昭  西田真寿美  久田律子  小森好治

安藤研彦  松本幸子  舟橋祥子  藤城吉雄  加藤武文  西村典子       
｀

居波丈義  藤田 滋  市原みどり 長尾 智  沢田由道  立島雅代

伊藤 彰  児玉 誠  鈴木直子  久保達哉  伊藤富男  中山喜久子      、

加藤美紀子  中田博之  毛利 公  石黒照人  片山 豊  小林千益

吉田 真  桜井雅弘  山本義則  竹田幸代  川越慎一  川本芳久       ヽ

押谷政紀  伊藤直美  本田直樹  高津卓史  岸 宏行  小林 真

森真一郎  山内良仁  藤田二三代  林 真樹  渡辺敦子  久本田まゆみ      ｀

坤廼 和  蛯名幹史  竹内正夫  稲垣淳代  河合 幸            _

≪昭和 62年度≫ 転退職者

奥村艶子  沢木 博  森脇久仁子  石川英生  原田隆弘  村上しのぶ

野田豊成  木塚 茂  並本裕代  梶田久忠  高木勉子  三浦晶子

本原和子

晨昭和 61年度≫ 転退職者

波多野一昭  鈴木一秀  渡辺千秋  荻原乙美  津田令子  三宅弘美

田中由美  田中淳一  右高 悟  高本武子

鸞昭和 60年度≫ 転退職者

右高徳夫  前田純二  永野 進  右高秀美  川越房子  加藤英修

村井俊美  林 範江  杉浦哲男  金城信一
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一 校 章 の 出 来 ―

昭和23年 4月 、春日井市立東部中学校分離にと

もない春日井市立中部中学校と改称し、同時に校

章をtll定 した。

校章の図案は、 P tt A・ 職員等より公募、応募

作品の中より採用した。

本校が 100万年も発展存続の一途をたどるよう

にと、象形文字の 100万 をデザインの基とし、春

日井の「井」、市章の「サクラ」、中部中学校の

「中」を組み合わせてつくられている。
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学校沿革の概要

昭 22.4 春 日井市立東部中学校 として開校

昭 23.4 東部中学校の分離に伴い校名を中部中学校 と改称

昭 24.10 本造校舎改築竣工 (現在地に総合 )

昭 25。 10 校歌制定

昭 26。 12 県教委指定「特別教育活動」研究発表会

昭 28.1  市教委指定「図書館教育」研究発表会
〃 12 講堂竣工

昭 23.2 東海三県学校図書館 コンクール優良校受賞

昭 30。 12 愛 日・ 市教委指定「特活・ 放送教育」研究発表会

昭 32.8 軟式野球部県大会出場

昭 33。 2 東海三県学校図書館 コンクール優良校受賞

昭 34.6 鉄筋校舎第 1期工事竣工

〃  9  伊勢湾台風襲来 ,旧校舎大破

〃 12 鉄筋校舎第 2期工事竣工

昭 35。 8 体操男子県大会出場

昭 37.3 鉄筋校舎第 3期工事竣工

〃  4 特殊学級設置

昭 38.3  鉄筋校舎第 4期工事竣工

〃  8  プール竣工

〃  9  県学生科学賞作品展最優秀賞受賞
〃 12 県教委・ 市教委指定「特殊教育」研究発表会

昭 40。 4 創意工夫で科学技術庁長官賞受賞
〃  9  県学生科学賞作品展最優秀賞受賞

昭 42.6  運動場 400Mト ラックエ事完成
〃  7  全国放送陸上競技大会 3種競技 日本一 (清水鏡子 )

〃 11  県学生科学賞作品展最優秀賞受賞

昭 43。 4 創意工夫で科学技術庁長富賞受賞
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昭 43.・ 9 県学生科学賞作品展最優秀賞受賞

〃 12  FBC県 優良賞受賞

躍 44。 1  技術室竣工

〃  3  学校基本調査で文部大臣賞受賞

〃  9  県学生科学賞作品展最優秀賞受賞

躍 45.9  県学生科学賞作品展最優秀賞受賞

昭 46.9  県学生科学賞作品展最優秀賞受賞

昭 47.1  日本学生科学賞 鬱第 3等入賞

〃  3  春 日井市立知多中学校が本校よ り分離 ,独 立

〃 10  県教委・ 市教委指定「特殊教育」研究発表会

昭 48.3  体育館竣工

昭 49。 8  県陸上競技大会総合優勝 ,全 国大会 3名 出場 (梅本 ,西尾 ,三上 )

〃 12  FBC「 モデル花だん設計図」五社賞受賞

昭 50。 6  FBC県 大賞・ 中部七県下市大賞・ 文部大臣奨励賞受賞

〃 11 「記念樹の森」完成

昭 51.5  県環境緑化 コンクール優良賞受賞

〃  6  FBC県 大賞

昭 52.4 全 日本学校環境緑化コンクール特選

文部大臣賞 ,農林大臣賞 ,NHK会 長賞受賞

〃  6  FBC'76年 ,春秋花だん ,名 誉大賞第 33号校に認定 ,副賞 と

して ,内 閣総理大臣賞受賞

昭 53。 3  学校賞制定

昭 54。 3  春 日井市立柏原中学校が本校よ り分離 ,独立

〃  8  全 日本陸上競技大会 ,女子 800M4位 入賞 (妻鹿久美子 )

昭 55。 8  全 日本通信陸上競技大会 ,男子 800 M R優勝(山 内
経誓すふ泉 )

〃 〃  県大会 体操男・ ハン ド女優勝 ,陸上男・ テニス女 3位

〃 〃  東海大会 ハン ド女優勝 ,全国大会出場

昭 56。 8  県大会 ハンド女優勝 ,ハ ン ド男・ 体操男 3位
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昭 56。 8 東海大会 ハン ド女優勝 ,全国大会出場
〃 11  全 日本よい歯の学校賞受賞

昭 57.5  中部中地健連設立

〃  8  県大会 体操男 2位

〃 〃  吹奏楽 コンクール県大会 金賞受賞

昭 58。 7  県大会 ハン ド女 3位

躍 59。 11  県学生科学賞作品展優秀賞受賞

昭 60.8  県大会 ハン ド女・新体操男 3位

〃 〃  全国大会 陸上走高跳出場 (石田智成 )

〃 11  県学生科学賞作品展最優秀賞受賞

昭 61。 8  県大会 ハン ド男・ 新体操男 3位

〃 〃  第 21回 全国バズ学習研究集会で「教育態勢づ くり」を発表

〃 H  県学生科学賞作品展最優秀賞受賞

昭 62.7 県大会 ハン ド男優勝 ,ハ ン ド女 3位 ,新体操女 5位

〃  8  東海大会 ハン ド男優勝 ,新体操女 5位

〃 〃  吹奏楽 コンクール県大会 金賞受賞

〃 〃  全国大会 ハン ド男準優勝 ,テ ニス男個人出場 (荒川・ 正治組 )

〃  9  吹奏楽 コンクァル東海大会 金賞受賞

〃 11  第 22回 全国バズ学習研究集会 6名 参加

昭 63.1  県 アンサンブルコンテス ト クラリネット四重奏金賞受賞
〃 〃  武道場竣工

〃 8  県大会 ハン ド男準優勝

〃 〃  東海大会 ハン ド男準優勝

〃 〃  吹奏楽 コンクール県大会 金賞受賞

〃  9  吹奏楽 コンクール東海大会 銀賞受賞

〃 10  第23回全国バズ学習研究大会を開催
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1.教 育 目標

(1)本校の教育目標

ア.校  訓

○健康明朗     ○知性錬磨     ○協力奉仕

イ.具体化のねらい

○ひたむきな心で

。たくましく生きぬく力を身につけよう。

・ 自ら学び、互いに磨き合い、高め合おう。

・ よく働き、進んで協力奉仕に努めよう。

一 〇そして、心豊かな中学生になろう。

(2)経営方針

ア.教師相互の信頼と協力による全校体制のもと、生徒にとってうるおいと喜びのある学校の実現

を期する。

イ.充実した学校生活の中で師弟同行、実践力のある生徒の育成に努める。

ウ。一人ひとりの生徒理解に努め、生徒に自己実現の場を与えるとともに、生徒指導の充実徹底を

期する。

工.教師としての使命感に燃え、常に研修に励み指導力の向上に努める。

(3)本年度の重点努力目標

ア.学習内容の精選と指導方法の改善に努め、参加度を高める授業を展開する。

イ.反復練習と適切な評価により、基礎的・基本的事項の習熟を図るとともに思考力の伸長に努め

る。

ウ.道徳の時間を通して道徳的実践力を養い、あらゆる教科領域の中で道徳的実践に努める。

工.基本的生活習慣を育て、自主的な生活態度を確立させる。

オ.思いやりの心を育て、問題行動の早期発見 。いじめの根絶に努める。

力.特別活動を重視し、生徒の自主的。実践的な活動の助長に努める。

キ.体育・ クラブ活動等を通して、たくましい体と、強固な意志を鍛え、個性の伸長・友情・協力

の態度を養う。

ク.学校裁量の時間や、 3年選択教科の指導について創意工夫する。

ケ.特殊学級の経営を充実し、特に情緒不安定な生徒に対して適切な指導・助言を行う。

コ.学校緑化活動をはじめ勤労体験を重視し、生物の愛育・協力 e奉仕の精神を培う。

サ.校内現職教育の充実をはかり、指導力の向上に努める。

シe LL教室をはじめ特別教室の管理運営の適正化をはかり、教育機器を効果的に活用する。

ス.PTA・ 地健連等との連携を密にし、生徒の健全育成 0非行防止の指導体制を確立する。
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2。 学校の組織

学級組織

0普通学級

学年 組 2 4 9 10 12 13 合 計

1年

担 任 稲 垣
加藤
美
岸 高 津

林
真 山本 中 田 野 口 西村

林
千
伊藤
直 藤 城

男 23 23 23 23 23 22 23 23 23 23 22 23 274

女 22 22 22 22 21 21 21 21 256

計 45 45 45 44 44 44 44 44 44 44 43 44 530

2年

担 任 本 田 毛 利 竹 内 舟 橋 片 山
石黒
治
jl!本 市 原 居 波

鈴木
直 長

尾 後藤

男 鵞3 22 22 22 23 23 23 23 23 23 22 22 271

女 20 20 20 20 20 20 20 19 20 20 20 239

計 43 42 42 42 43 43 43 42 42 43 42 42 510

3年

担 任 チ|1越 竹 田 藤田
滋 桜井 山 内 森 押谷 中 山

吉田
真 沢 田

立 島
石黒
照
藤
武

男 22 22 23 23 22 23 22 23 22 23 22 22 290

女 21 21 21 22 21 22 22 22 277

計 42 43 43 44 44 44 44 43 44 44 43 44 44 567

1,607

・特殊学級

学年 組 2 合 計

1年

担 任 だヽ 森 渡 辺

男 参
議 露

女

計

9年

男 4

女

計 4 4

3年

男 2

女

計 3 4

全 校 総 数

学級数 89

生
徒
数

男 843

女 775

計 1,618
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(2)学校運営機構

総 務 事 務

渉 外 事 務

教 務 事 務

教 科 指 導― 各 教

道 徳 指 導

特 別 活 動

特 殊 教 育

進 路 指 導

科

動
指
動
祭
賞

活
学
活
難
鑑

ｏ

ブ

・

徒
活
ラ課
術

生
学
ク
体
芸

生徒指導{笙 饗鱈珍

保健・安全指導

図 書 館 教 育

策

全

導

導

導

対
安
指
指
購

害
通
健
食
朧

災

交

保

給

清

視 聴 覚 教 育{鱈
聴覚 機 器

票

広 報 活 動一 学 校 新 聞

繕

体
育
施
設
開
放
運
営
委
員
会

災
害
対
策
委
員
会

学
校
保
健
安
全
委
員
会

校
内
就
学
指
導
委
員
会

進
路
指
導
委
員
会

い
じ
め
対
策
委
員
会

生
徒
指
導
委
員
会

現
職
教
育
委
員
会

（含

バ
ズ
推
進
）

学
校
運
営
委
員
会

務{薫

理{信

事{薯 利厚曇
計一[[ 種 会 霞

書

務

室
品
設

層
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(3)教職員表

職名 氏  名
性
別
担当教科等
(時間数 )

担当
学級

職名 氏  名
性

別
担当教科等
(時間数 )

担当
学級

校長 荻原 克巳 男 教諭 久保 達哉 男 社・特0 1年

教頭 阿部 吉一 男 伊藤 富男 男 数lle 2年

教諭 寺井 正輝 男 理・特(7) 中山喜久子 女 国・特の 3の 8

鈴木  収 男 社Ll10 加藤美紀子 女 国の 1の 2

高本 昭子 女 技家幹 3年 中田 博之 男 理② 1の 7

石黒 治子 女 美幹 2の 6 毛利  公 男 社④ 2の 2

武山 春雄 男 理lle 3年 石黒 照人 男 理 0 3(D12

稲垣 久義 男 英0⇒ 1の 1 片山  豊 男 理② 2の 3

吉日 英雄 男 体lle 3年 小林 千益 男 社 0特0 16D10

小原 澄子 女 英ll・91 1年 吉田  真 男 理 。特0 3の 9

後藤 文子 女 数α9 2(D12 桜井 雅弘 男 数・特0 3の 4

桑原 進一 男 英α9 2年 山本 義則 男 巨ヨ②Э 1の 6

高島  顕 男 特・美の 実務 竹田 幸代 女 国。特0 3の 2

林 薫 男 数α9 1年 川越 慎一 男 英2つ 3の 1

野口 博昭 男 体② 1の 8 川本 芳久 男 社 0特 Oll 2の 7
護
諭
養
教 西田真寿美 女 押谷 政紀 男 技家幹 3の 7

教諭 久田 律子 女 音09 3年 伊藤 直美 女 音・技家Q9 1の 11

小森 好治 男 特 0体0 実務 1 本田 直樹 男 国鉾 2の 1

安藤 研彦 男 体α9 1年 高津 卓史 男 社② 1の 4

松本 幸子 女 委文0つ 3年 岸  宏行 男 理 0 1の 3

舟橋 祥子 女 体総 2の 4 小林  真 男 技家・特の 1の 5

藤城 吉雄 男 美⑫ l θD12 森 真一郎 男 美④ 3の 6

加藤 武文 男 社0 3の 13 山内 良仁 男 数・特0 3の 5

西村 典子 女 国∽ 1の 9 藤田二三代 女 体001 3年

居波 丈義 男 体0 2の 9 林  真樹 女 英α9 2年

藤田  滋 男 たLI⇒ 3の 3 渡辺 敦子 女 特 。国∽ 実務 2

市原みどり 女 国鍵 2の 8 久木lllまゆみ 女 英∽ 3年

長尾  智 男 理0つ 2の 11 立専廼   禾日 女

澤田 由道 男 数・特② 36D10 講師鑑
体補充) 蛯名 幹史 男 音001 1年

立島 雅代 女 国 0特②⇒ 3の 11 稲垣 淳代 女 英09 1年

伊藤  彰 男 数α9 1年 教諭 竹内 正夫 男 技家体特001 2の 3

児玉  誠 男 音 0特② 2年 主事 叫コ本寸  迂登良Б 男

鈴木 直子 女 技家② 26D10 平野和歌江 女

市職 長谷川啓子 女
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3.教 育 計 画

(1)教育課程

ア.授業時数配当表

・普通学級

区 分 第 1学年 第 2学年 第 3学年

必

修

教

科

国
五
口 175(5) 140(4) 140(4)

社 140(4) 140(4) 105(3)

数 学 105(3) 140(4) 140(4)

31■ 科 105(3)' 105(3) 140(4)

日 楽 70(2) 70(2) 35(1)

美 術 70(2) 70(2) 35(1)

保健 0体育 105(3) 105(3) 105(3)

技術 0家庭 70 70 (2) 105(3)

選

択

教

科

語
＞瓢
申

国
英
外
＜

105(3) 105(3) 105(3)

買栞田(567名 )

日 楽

35(1)

轄
懸
知

鮭 名)

に3名 )

(44名 )

美 術

35(1)

藤城  C44名 )
森   (44名 )
石黒治 (44名 )
高島  C44名 )

保健・体育

35(1)

野口  (44名 )
吉田英 (凛名 )
舟橋  C44名 )
藤田二 に1名 )

技術 0家庭

35 (1)

路
淋

(43名 )

C44名 )

道 徳 35(1) 35 35(1)

計 9800 980ω 980031

特別

活動

学鍵会・学指 35(1) 35(1) 35

クラブ活動 35(1) 35 35

総 受業時数 1,050(0 19050001 1,0501301

0特殊学級

区 分 特殊学級

生 活 単 元 学 習 3 5(1)

作 業 学 習 280(8)

日常 生 活 指 導 常時指導

教

科

ま旨

導

国 狐
嘔
105(3)

社 35(1)

数 学 105(3)

理 科 3 5(1)

日 楽 70(2)

美 術 70(2)

保健 0体育 70(2)

技術・家庭 70(2)

英 35(1)

道 徳 35(1)

特Ell

活動

クラブ活動 35(1)

学級の時間 35(1)

養 護 。調1 練 3 5(1)

合    計 1,050001

イ.各教科の指導計画

lyl 指導の重点目標

・学習内容の精選と指導法の改善に努め、相互作用を生かし、参加度を高める授業を展開する。

0生徒の達成状況を適切に評価し、生徒一人ひとりに「 よくわかる授業」を実践する。
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解)対策の概要

国語

・学習過程を大切にし、言語に関する基本的事項と的確な表現力の育成を図る。
0効果的に話し合いの場を設定することで、授業への参加度を高めると同時に理解の徹底
深化を図る。

社会

・社会科の基礎・基本を重視し、個々の相互作用を生かし、生徒の思考力・判断力の伸長

を図る。
O常に社会事象に目を向け、身近な課題を解決しようとする態度を育成する。

数学
相互活動による参加度の高い生き生きした授業の実践をめざす。

適切な評価を行うことにより、わかる授業の実践に努める。

理科
。観察、実験などを通して、相互作用を生かし、科学的思考力を育成する。
・ 自然の事物現象についての理解を深め、自然と人間とのかかわりについて認識させる。

音楽
0合唱やリコーダー演奏を通して、個々の能力の伸長を図り、楽しく表現する態度を養う。
・ アンサンブルの指導を通し、相互評価の能力を養う。

美術
表現や鑑賞の能力を伸ばし造形的な倉1造活動の喜びを味わわせる。

美術を愛する心情を育て豊かな情操を養う。

保健

体育

心身の調和のとれた発達を目指し、体力の向上と強じんな意志の育成を図る。

健康・安全で心豊かな生活を営むための能力・態度の育成を図る。

相互批正によりお互いの技能の向上に努める態度を養う。

技術

家庭

・生活に必要な基礎的知識・技能・技術を習得させ、必要に応じて工夫したり創造したり

する能力と実践する態度を養う。

英語
話し合い活動を授業に生かし、全体の基礎学力の充実を図る。
LL教室、音声教材の効果的な活用により、言語活動能力の向上を図る。

ウ.道徳の指導計画

lyl 全体計画と学年ごとの重点

伝統的校風
父母 。教師の願い
地域 。生徒の実態

学習指導要領 学校の教育目標

道徳教育の重点指導目標

O心身ともに健康でたくましい生活力を育てる。
0社会規範を重んじ、相互に協力する態度を養う。
0勤労の尊さを知 り、実践に対しての誇 りと責任感を養う。
0物事を合理的に考え、積極的に真理を求める態度を養う。

各 学 年 ご と の 指 導 の 重 点

（第

一
学
年
）

。自他の生命を尊重する気持ちを
高める。
・人それぞれの立場を尊重し、寛
容な態度をとるよう努める。
。相手の向上を願ひ、友簾 育て
ようとする意欲を高める。

（第
二
学
年
）

。価値あ
｀
る人生を築こうとする強

しヽ意志を確立する。
。人それぞれの立場を尊重し、寛
容な態度をとるよう努める。
・集団の一員としての自覚をも私
集轟住溝の向上を図る。

（第
二
学
年
）

0正しい友情を育てる心構えや態
度を育てる。
。人それぞれの立場を尊重し、寛
容な態度をとるよう努める。
e集団生活の充実と向上に努恥る。

道 徳 の 時 間 特別活動 な ど

(補充・深化・統合 )

学 級 づ く り

-9-
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工.特Ell活動の指導計画

1/1 指導の基本方針

eのぞましい人間関係の育成に努める。

・楽しく規律正しい学校生活の確立に努める。

。委員会活動、学級会活動、クラブ活動を活発にし、自主的実践活動を助長する。

O委員会活動、クラブ活動をとおし、健全な趣味、豊かな教養を養い個性の伸長をはかる。

解)生徒活動の運営組織

191 クラブ活動状況
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選挙管理委員会 生 徒 評 議 会

学 年 評 議 会

推 進 委 員 会

生 安 保 給 美 緑 視 営 図

聴

活 全 健 食 化 化 覚 繕 書

べ B
ル

チ:

クラブ名 担当者名 人数 クラブ名 担当者名 人数 クラブ名 担当者名 人数

野  球 吉田∞ 9◎ 水 泳 ① 小森 32 書  道 中山・市原 23

llj道

"
片山 49 陸 上閉 安藤・高津 62 社 会 科 久保

〃 蜘 西村・森 40 〃 0 竹内・石黒輪 51 囲碁将棋 石黒閥 20

害笙κ① 中田 57 ↑ビ;じ開 り|1越 41 文  芸 桑原 10

〃 ω 鈴木瞬・毛利 41 〃 繊 摯序 22 写  真 寺井 23

テニス0 稲垣・吉田曰 95 荼ヱ;臓 伊藤国・桜井 29 演  劇
加藤鍵
渡辺・小原

19

〃 ロ 川本 。松本 80 サッカーCD 小林曰 79 バ ト ン 立島・鈴木圃 26

ぶビ刀開 藤田αい伊藤働 39 柔 道 開 小林① 27 美  術 藤城・石黒輸 28

〃 0 藤田① 46 グド〕加藤識・姥名 66 園芸技術 武山

体操0 居波 29 英  語 久本田 0林曰 家 庭 科
高本僣
後藤 0西田

29

〃 口 山本 0舟橋 41 理  科 長尾智・阿部 26 造  形 高島 17

卓 球 開 山内 52 吹 奏 楽 林鶯・沢田 116 作  画 本田 29

〃 0 押谷・竹田 コー フス 伊藤圃 。久田 19

水 泳 開 野 口 30 ギ タ ー 児玉 35



オ。週の計画および日課

職員の勤務
Aタ イ

(50分 )
Bタ イ
(45うか)

月 火 水 本 金 土

(月 ～土 )

勤務開始

(8:10予鈴 )
8:15 -
8:20

8:30

8:40

8:45

9:35

9:45

10:35  -
(10:45爾

'金

令)

10:50  -

11:40

11:50

12:15  -――

12:40

12:55

13:15

13:20

13三 35  -
(13:50予鈴 )
13:55  -――

14:45

14:55

15:45

15:55

16:10

16:15  -――

16:45  -――

17:00  -――

(8:10予鈴 )
8:15 -――

8:20

8:30

8:40

8:45

9:30

9:40

10:25 -――

(10:35予 鈴 )

10:40  -

11:25

11:35

12:20

12:35

12:55

13:00

13:15  -― ―

(13:30予 鈴 )

13:35  -

14:20

14:30

15:15

15:25

15:40

16:15  -

16:45  -

17:00  -

集 会

学 裁

短 学 活

学 裁 第 校 時

第  2  校  時

休  息

土勤務終了…

第  3  校  時

第 4 校 時
学裁A

15分 (準備 )
移ヽ フト

クラブ

20分 (会食 )給    食

5分 (整理 )

清 掃

体  憩

第 校 時  1学裁 1年 1第 5校時

学年部会
舞

課 外 フ ブ

休  憩

休  息
勤務終了

・原員」として、教科部会・学年部会は月曜日、現職教育・職員会議は本曜日にもつ。
0土曜日の固定学裁Aは、委員会活動、生徒評議会、緑化 0環境美化活動(勤労体験学習)等を行う。
Oク ラブ下校  4.5月 ……18:00     6.7月 ……18:30   9.3月 ……17:30

10。 2月 ‥‥…17:00    11.12.1月 00,・…16:30
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力.学校行事年間計画 ()内数字は学年

月

学 校
一
丁 墓

・
そ の 他 の 行 事

儀式的 学芸的 体育的
旅 行 的
(特殊業務)

保健・安全的 勤労生産的 生徒会 備 考

4

着任式
入学式

始業式

離任式

身体浜1定

彗

電
霊 }検
査

内科検診(1)
ツ反、BCG

清掃・緑化
活動
大掃除

生徒会総会 知能 0学力検査
通学班会議

学級写真

家庭訪問

体力診断

運動能力
テス ト

宿泊学習(1)
野外学習(2)

内科検診

(2.3)
避難訓練
胸部 X線

清掃 0緑化
活動
大掃除

球技大会

(1.3)
PTA総会
学校訪問

6
修学旅行(3) 眼科検診

歯の検査
球技大会(2) 通学班会議

終業式
市文化
連盟発
表会

市中学校
体育大会

体育的クラブ
選手内科検診

清掃・緑化
除草作業
大掃除

選手激励会 通学班会議
個人懇談会
教育講演会

8 水泳指導

始業式 夏休み

作品展
水泳大会

体育大会

風水害対策指

導

清掃・緑化
活動
除草作業
大掃除

大会報告会

10
新人戦 遠足 インフはンザ

予防接種

生徒会役員
選挙

私学説明会 (3)

教育講演会

全国バズ大会

芸術鑑

員

文化祭

インフに ンザ

予防接種

避難訓練

生徒会総会 私立・公立説明会

12 終業式

尿検査 清掃・緑化
活動
大掃除

個人懇談会
進学委員会131

始業式 清掃・緑化
活動
大掃除

個人懇談会(3)

2

合唱コ

ン ー ル

離離
〈バ

巨
大
星
走
長
継

風疹予防接種
(2女 )

学校保健委員
会

進学委員会(3)
新 1年説明会

卒業式

修了式

清掃・緑化
活動
大掃除
母校整備

卒業生を送
る会
生徒会役員
選挙

皆勤賞授与式

謝恩会
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「

4。 現 職 教 育

(1)本校の研究歴

昭和 56・ 57年度   各教科に即 した観点別到達度評価の実際
昭和 58・ 59年度   「 形成的評価結果をフィードバックさせた授業の展開」

「 所属集団の中における存在感の育成」

「相互作用を生かし、参加度を高める学習指導」

「相互作用を生かし、参加度を高める学習指導」

一
課題と評価の研究を通して ニ

昭和 60・ 61年度

昭和 62年度

(2)本年度の方針

ア.生徒が意欲的に学習にとりくめるような学級集団づくりをめざす。

積極的に学級間の交流をはかり、学年または、学校全体を高める方法を確立する。

相互活動を活発にする方法を工夫し、授業への参加度を高めるとともに、教師集団の指導技術

の向上をはかる。

工.課題を工夫し、適切な評価方法を研究する。

オ.生徒理解に努め、人間的なふれあいのなかで、心豊かな実践力のある生徒の育成を図る。
力.短学活の充実をはかるとともに、特別活動を通 して、生徒の自主的 0実践的な活動の伸長を図
る。

(3)組 織
個人研究・新任研修

部会EIJ研究…………生徒指導 。道徳・特別活動

教科部会Bll研究……各教科

3年 。5年めごと経過者研究
バズ学習の研究推進

各種研究会参加

各種研修会、講習会

視察 。見学

イ

　

ウ

(4)研究課題

・指導法研究

(5)実施計画

「相互作用を生かし、参加度を高める学習指導」

一
課題と評価の研究を通して

一
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現
職
教
育
委
員
会

校内現職教育

校外現職教育

O現職教育委員会
○学年層』研究会 (学年部会 )
○教 科 部 会

O職員会議、校廃現職教育

―― 鑓時轟鐘

―
―毎月第 2・ 3月 躍 (定側 )。 随時開催

―― 毎月第 4月 に (定例 )。 鑓時期催

―
毎燿第 103縄  〔翻 )。 随時開催



画計的体具

第 1学 期

○ 具体鏑実施計画の作成
○ 教科、道徳、特溝等の年間計画の作成
○ 各教科の授業研究 (教科部会 )
o学年ell研究会 (道徳 )
0学年別研究会 (学級会、学級指導 》
O事例研究会 (登校拒否 )

第 2学 期

○学級の時間の授業研究
○各教科の授業研究 (教科部会 )
○学年尉研究会 (学級会、学級指動
○学年層ξ研究会 (道徳 )
○事例研究会 (い じ秒 )
0 盟学期実践のまとめ、分析

第 3学 期

○ 各教科の授業研究 (教,科部会 )
O学年別研究会 (学級会、学級指導 )
○ 事例研究会 (問題行動 )
O今年度のまとめ、反省、来年度の方針
0研究紀要の発刊

(6)バ ズ研究推進組織

教 科 指 導 部 会

一

一 一         発 部

特 BIJ活動部会

道徳研究部会 一一一一一道徳研究部

資料検討部会 一一-l17TfTT量 ィド部

学年研究部会

教 科 部 会
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学級経営研究部

生徒会 0学校行事研究部

美イヒ・緑化・クラブ活動研究部バズ推進委員会




